
 

 

 

京 都 大 学 （ 桂 ） 総 合 研 究 棟 Ⅲ 
（物理系）等施設整備事業 

入札説明書等に関する質問回答（第２回目）等 
 

○ 本質問回答は、平成２１年９月１４日（月）から９月１７

（木）に受け付けた京都大学（桂）総合研究棟Ⅲ（物理系）等施

設整備事業の入札説明書等に関する質問を入札説明書等の項目順

に整理し、その回答を記載したものです。 

○ 質問の内容は、質問者の記載どおりとしています。ただし、質

問項目及び記載位置については、大学で整理していますので注意

してください。 

○ また、質問回答の前段に、「変更事項」を記載していますので、

これらについても十分に留意して対処してください。 

○ １０月９日（金）の回答に対して、１０月１６日（金）に追記

をしましたので、これらについても十分に留意して対処してくだ

さい。追記箇所は、「変更事項」の【別表２】、【別表４】及び

「質問回答」の赤文字部分です。 

 

＜ 総 括 ＞ 

入 札 説 明 書 等 質問件数 

入 札 説 明 書   ５ 

様 式 集   １ 

要 求 水 準 書 ( 本 文 )  ５８ 

要求水準書(別表･資料)  ９６ 

落 札 者 決 定 基 準   ０ 

基 本 協 定 書 ( 案 )   １ 

事 業 契 約 書 ( 案 )  ２５ 

そ の 他  ２４ 

合 計 ２１０ 

 

 

 

平成２１年１０月９日 
（平成２１年１０月１６日追記） 

国立大学法人京都大学 
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変更事項 

 

 

１ 【別表１－１】 

ｂ－２－３航空宇宙共同打合せ室、ｂ－２－９航空宇宙会議室の（ｆ）入退室の欄で「電気錠不要」

となっているところを「Ｋ２」に変更する。 

 

２ 【別表１－２】 

ｂ－Ｂ２－２－１光工学分野実験室Ａの特殊条件欄に「・実験室Ｂ－Ｃ間の固定壁に実験室Ｂ－Ｃ間

を繋ぐ排気口を設置する（排気用ホースを通すために利用、未使用時には密閉可能な構造、場所はサー

ビスヤードを向いて左奥、床から高さ５０ｃｍ程度）。」を追加変更する。 

 

ｂ－Ｂ２－２－２光工学分野実験室Ｂの特殊条件欄に「・実験室Ａ－Ｂ間の固定壁に実験室Ａ－Ｂ間

を繋ぐ排気口を設置する（排気用ホースを通すために利用、未使用時には密閉可能な構造、場所はサー

ビスヤードを向いて左奥、床から高さ５０ｃｍ程度）。」を追加変更する。 

 

ｂ－Ｂ２－２－３光工学分野実験室Ｃの特殊条件欄に「・実験室Ｂ－Ｃ間の固定壁に実験室Ｂ－Ｃ間

を繋ぐ排気口を設置する（排気用ホースを通すために利用、未使用時には密閉可能な構造、場所はサー

ビスヤードを向いて左奥、床から高さ５０ｃｍ程度）。」を追加変更する。 

 

３ 【別表１－２】 

①ｄ－Ｂ２－２２（廃棄物倉庫）の用途欄の「機械系４専攻」を「物理系専攻」に変更する。 

②ａ－Ｂ１－７（シャワー室）の用途欄の「物理系４専攻」を「物理系専攻」に変更する。 

③ｃ－Ｂ１－１（事務室）の用途欄の「物理系４専攻」を「物理系専攻」に変更する。 

④ｃ－Ｂ１－２－１（印刷室）の用途欄の「物理系４専攻」を「物理系専攻」に変更する。 

⑤ｃ－Ｂ１－２－２（メールボックス）の用途欄の「物理系４専攻」を「物理系専攻」に変更する。 

⑥ｄ－Ｂ１－３０（シャワー室）の用途欄の「物理系４専攻」を「物理系専攻」に変更する。 

 

４ 【別表１－１】 床荷重を下記の通り変更する。 

①ｂ－Ｂ２－１０（レンタル）を「３００」から「１０００」に変更する。 

②ｃ－Ｂ２－１３（レンタル）を「３００」から「１０００」に変更する。 

③ｄ－Ｂ２－２１（客員実験室１）を「３００」から「５００」に変更する。 

④ａ－Ｂ２－２（客員実験室２）を「３００」から「５００」に変更する。 

⑤ｄ－Ｂ３－５２（材料工学共通実験室（１））を「３００」から「５００」に変更する。 

⑥ｄ－Ｂ３－５２（材料工学共通実験室（２））を「３００」から「５００」に変更する。 
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2
m

W
×

5
m

H
1
0
0
0

1
○

○
○

2
0
0

3
0
0
A

三
種

○
正

豊
工

学
実

験
装

置
製

作
所

○
○

○

2
開

水
路

実
験

装
置

9
m

L
×

1
.5

m
W

×
5
m

H
8
0
0

1
○

○
○

2
0
0

4
0
A

三
種

○
正

豊
工

学
実

験
装

置
製

作
所

○
○

○

3
風

洞
実

験
装

置
1
0
m

L
×

2
m

W
×

3
m

H
4
0
0

1
○

○
○

2
0
0

4
0
A

三
種

○
正

豊
工

学
実

験
装

置
製

作
所

○

4
横

型
格

子
乱

流
実

験
装

置
4
m

L
×

0
.7

m
W

×
5
m

H
5
0
0

2
○

○
○

2
0
0

2
0
A

×
2

三
種

○
正

豊
工

学
実

験
装

置
製

作
所

○
○

5
グ

リ
ッ

ド
タ

ン
ク

1
.5

m
×

1
.5

m
×

2
m

H
2
0
0

2
○

○
○

2
0
0

1
0
A

×
2

三
種

○
正

豊
工

学
実

験
装

置
製

作
所

○
○

6
縦

型
格

子
乱

流
実

験
装

置
1
.5

m
×

1
.5

m
×

5
m

H
3
0
0

1
○

○
○

2
0
0

1
0
A

三
種

○
正

豊
工

学
実

験
装

置
製

作
所

○
○

7
パ

ソ
コ

ン
0
.5

m
×

0
.5

m
×

0
.7

m
H

1
0

1
4

○
○

○
1
0
0

5
A

×
1
4

三
種

○

8
レ

ー
ザ

冷
却

用
設

備
0
.7

m
×

0
.7

m
×

0
.5

m
H

5
0

3
○

○
○

2
0
0

6
0
A

×
3

三
種

○
三

協
興

産
○

○
○

9
圧

縮
空

気
供

給
設

備
1
.5

m
L
×

0
.5

m
×

1
m

H
2
0
0

1
○

○
○

2
0
0

5
0
A

三
種

○
○

1
0

○
ガ

ス
ボ

イ
ラ

1
.0

m
×

0
.5

m
D

×
3
m

H
1
0
0

6
○

○
○

2
0
0

5
0
A

×
6

三
種

○
○

○

1
1

○
吸

排
気

口
1
.0

m
L
×

1
.0

m
W

-
1
2

○

1
2

○
専

用
ガ

ス
ボ

ン
ベ

庫
7
.0

m
L
×

2
m

W
×

3
m

H
-

1
○

1
3

防
排

水
設

備
0
.5

m
×

0
.5

m
×

1
m

H
3
0

1
○

○
○

2
0
0

1
0
A

三
種

○

1
4

酸
欠

防
止

セ
ン

サ
ー

0
.1

m
×

0
.1

m
×

0
.1

m
1

3
○

○
○

1
0
0

1
A

×
3

○

1
5

軟
水

器
0
.7

m
×

0
.7

m
×

1
.0

m
5
0

1
○

○
○

1
0
0

5
A

三
種

○
○

○

1
6

○
空

調
0
.7

m
×

1
.0

m
×

2
.0

m
H

1
0
0

7
○

○
○

2
0
0

2
0
A

×
7

三
種

○
○

1
7

冷
蔵

庫
0
.7

m
×

0
.7

m
×

1
.5

m
H

3
0

1
○

○
○

1
0
0

5
A

○
○

1
8

電
子

レ
ン

ジ
0
.5

m
×

0
.3

m
×

0
.5

m
H

5
1

○
○

○
1
0
0

1
5
A

○
○

1
9

○
電

気
瞬

間
湯

沸
か

し
器

0
.2

m
×

0
.2

m
×

0
.2

m
H

1
.5

3
○

○
○

2
0
0

2
5
A

○
エ

マ
ッ

ク
ス

（
F
C

シ
リ

ー
ズ

）
5
kW

○

2
0

大
型

風
波

水
槽

3
0
m

L
×

2
m

W
×

5
m

H
2
0
0
0

1
○

○
○

2
0
0

4
0
0
A

三
種

○
正

豊
工

学
実

験
装

置
製

作
所

○
○

○

2
1

タ
ン

ク
φ

2
.7

m
×

0
.8

m
4
0
0
0

2
○

○
○

2
2

水
槽

3
m

×
4
m

×
0
.8

m
1
0
0
0
0

1
○

○
○

2
3

回
転

流
実

験
装

置
1
.8

m
×

0
.9

m
×

2
.5

m
2
0
0

1
○

○
1
0
0

3
0
A

○
自

作
○

○

2
4

レ
ー

ザ
ー

装
置

0
.9

m
×

0
.9

m
×

1
.5

m
1
0
0

1
○

○
○

1
0
0

2
0
A

○
ス

ペ
ク

ト
ラ

フ
ィ

ジ
ッ

ク
ス

2
5

恒
温

室
1
.5

m
x1

.9
m

x2
.1

m
2
5
0

1
○

○
ヤ

マ
ハ

 M
R

A
3
0
N

2
6

○
ス

テ
ン

レ
ス

流
し

2
.0

m
L
×

0
.5

m
×

1
m

H
5
0

3
○

○

メ
ー

カ
ー

名
型

番
入

 
 
力

電
 
 
 
源

ア
ー

ス
停

電
対

策
N

o
.

機
器

名
寸

 
 
 
 
 
法

(
L
×
W
×
H
)

重
量

(
k
g
)

本
事

業
に

よ
り

事
業

者
が

調
達

す
水
　
 
排
 
　
ガ

都
市

ガ
ス

の
有

無
同

時
 
 
機

器
設

置
使

用
 
 
予

定
年

度
台

数
固

　
定

搬
出

入
1
台

あ
た

り
の

機
器

発
熱

量
電

圧
負

荷
電

流

1
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エ
リ

ア
（
室

名
）

棟
階

番
号

有
無

有
無

単
相

三
相

(
V
)

（
Ａ

）
(
K
V
A
)

種
 
 
別

要
不

要
（

参
考

）
(
ｋ

ｗ
／

台
)

メ
ー

カ
ー

名
型

番
入

 
 
力

電
 
 
 
源

ア
ー

ス
停

電
対

策
N

o
.

機
器

名
寸

 
 
 
 
 
法

(
L
×
W
×
H
)

重
量

(
k
g
)

本
事

業
に

よ
り

事
業

者
が

調
達

す
水
　
 
排
 
　
ガ

都
市

ガ
ス

の
有

無
同

時
 
 
機

器
設

置
使

用
 
 
予

定
年

度
台

数
固

　
定

搬
出

入
1
台

あ
た

り
の

機
器

発
熱

量
電

圧
負

荷
電

流

2
7

作
業

机
1
.8

m
×

0
.9

m
×

0
.7

m
3
0

3
○

T
R

U
S
C

O
 S

H
W

-
1
8
0
0
F
L
2

2
8

ボ
ー

ル
盤

0
.5

m
×

0
.5

m
×

2
m

1
0
0

1
○

○
○

2
2
0

？
○

2
9

工
具

棚
0
.5

m
×

0
.6

m
×

0
.8

m
8
0

1
○

○

3
0

簡
易

暗
室

6
m

x4
m

x3
.5

m
3
0
0

1
○

自
作

3
1

脱
気

装
置

0
.9

m
×

0
.9

m
×

1
.5

m
x

2
0

1
○

○
1
0
0

5
A

○
E
R

C
-
3
3
0
2
W

○
○

3
2

デ
ー

タ
処

理
用

Ｐ
Ｃ

0
.5

m
×

0
.5

m
×

0
.5

m
2
0

3
○

○
1
0
0

5
A

×
3

○

3
3

ス
ポ

ッ
ト

エ
ア

コ
ン

0
.8

m
×

0
.3

m
×

0
.3

m
0
.8

m
×

0
.3

m
×

0
.7

m
2
0

2
○

○
1
0
0

2
A

×
2

○
ダ

イ
キ

ン
 A

N
2
2
K
R

S
-
W

3
4

薬
品

庫
0
.9

m
×

0
.5

m
×

2
.2

m
5
0

2
○

T
R

U
S
C

O

3
5

マ
イ

ク
ロ

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

2
.2

m
×

2
.0

m
×

2
.5

m
3
0
0
kg

1
○

○
1
0
0

2
0

三
種

5
0
kW

○

3
6

熱
交

換
器

3
.5

m
×

3
.0

m
×

1
.3

m
1
0
0
kg

1
○

○
1
0
0

1
0

三
種

1
0
0
W

○
○

○

3
7

○
1
0
0

2
0

3
8

燃
焼

機
実

験
装

置
1
.5

m
×

1
.5

m
×

2
.1

m
5
0
kg

1
○

4
0
0
W

○

3
9

燃
料

改
質

実
験

装
置

2
m

×
1
.1

m
×

1
.4

m
7
0
kg

1
○

5
0
0
W

○
○

○
○

4
0

コ
ン

プ
レ

ッ
サ

3
.0

m
×

1
.1

m
×

1
.6

m
2
0
0
kg

1
○

○
2
0
0

4
0

三
種

5
0
W

○

4
1

光
学

測
定

装
置

一
式

1
.3

m
×

1
.0

m
×

1
.6

m
3
0
kg

○

4
2

ボ
ン

ベ
＋

ボ
ン

ベ
ス

タ
ン

ド
0
.7

m
×

0
.4

m
×

1
.6

m
3
0
kg

5
○

4
3

ボ
ー

ル
盤

1
.1

m
×

0
.8

m
×

1
.8

m
8
0
kg

4
4

工
具

ラ
ッ

ク
0
.7

m
×

0
.4

m
×

1
.7

m
2
0
kg

3

4
5

機
材

棚
1
.6

m
×

0
.7

m
×

1
.8

m
5
0
kg

4

4
6

P
IV

0
.5

m
×

0
.5

m
×

1
.5

m
2
0
kg

1
1
0
0
W

○

4
7

パ
ソ

コ
ン

1
0
kg

5
○

1
0
0

5
三

種
2
0
0
W

○

4
8

○
チ

ェ
ン

ブ
ロ

ッ
ク

4
0
m

L
×

1
.0

m
×

1
.0

m
1
0
0

1
○

○
○

2
0
0

5
三

種
1
0
0
0
W

○

4
9

○
換

気
扇

0
.5

m
W

×
0
.5

H
1
0

1
0

○
○

○
1
0
0

5
三

種
5
0
0
W

○

5
0

○
実

験
用

排
気

ダ
ク

ト
1
0
m

L
×

0
.3

m
×

0
.3

m
1
5
0

3
○

○
○

1
0
0

5
三

種
5
0
0
W

○

5
1

○
本

室
専

用
ア

ー
ス

（
D

種
)

1
m

L
×

1
m

W
×

0
.1

m
H

8
0
0

1
○

○

a
B

2
1
-
2

1
レ

ー
ザ

ー
装

置
0
.7

5
m

×
0
.5

m
×

0
.9

m
5
0

1
○

○
○

1
0
0

2
0
A

○
L
it
ro

n
 N

an
o
 S

 6
5
-
1
5

P
IV

○

2
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（
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棟
階

番
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有
無

有
無

単
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三
相

(
V
)

（
Ａ

）
(
K
V
A
)

種
 
 
別

要
不

要
（

参
考

）
(
ｋ

ｗ
／

台
)

メ
ー

カ
ー

名
型

番
入

 
 
力

電
 
 
 
源

ア
ー

ス
停

電
対

策
N

o
.

機
器

名
寸

 
 
 
 
 
法

(
L
×
W
×
H
)

重
量

(
k
g
)

本
事

業
に

よ
り

事
業

者
が

調
達

す
水
　
 
排
 
　
ガ

都
市

ガ
ス

の
有

無
同

時
 
 
機

器
設

置
使

用
 
 
予

定
年

度
台

数
固

　
定

搬
出

入
1
台

あ
た

り
の

機
器

発
熱

量
電

圧
負

荷
電

流

2
タ

ン
ク

お
よ

び
架

台
2
.5

m
×

0
.9

×
0
.8

m
1
1
0
0

1
○

○
正

豊
工

学
実

験
装

置
製

作
所

○
○

3
定

量
ポ

ン
プ

1
5

1
○

○
2
0
0

2
A

○
タ

ク
ミ

ナ
 Z

D
1
-
6
3

○
○

4
マ

グ
ネ

ッ
ト

ポ
ン

プ
0
.2

m
×

0
.1

m
×

0
.1

m
5

1
○

○
1
0
0

○
イ

ワ
キ

 M
D

-
2
0
R

X
-
N

○
○

5
撹

拌
機

0
.1

m
×

0
.1

m
×

1
m

1
5

2
○

○
1
0
0

1
.6

A
×

2
○

阪
和

化
工

機
K
P

-
4
0
9
0
A

6
水

槽
（
１

）
0
.8

m
×

0
.8

m
×

2
.1

m
8
0
0

1
○

○
正

豊
工

学
実

験
装

置
製

作
所

○
○

7
水

槽
（
２

）
0
.7

m
×

0
.7

m
×

1
.3

m
2
0
0

1
○

○
正

豊
工

学
実

験
装

置
製

作
所

○
○

8
P

IV
/
L
IF

制
御

用
P

C
0
.5

m
×

0
.5

m
×

0
.5

m
1
6

2
○

○
○

1
0
0

5
A

○
H

P
 X

W
4
2
0
0
な

ど
○

9
作

業
台

1
.8

m
×

0
.9

m
×

0
.7

3
0

3
○

○
T
R

U
S
C

O
 S

H
W

-
1
8
0
0
F
L
2

1
0

光
源

0
.5

m
×

0
.5

m
×

1
m

1
0

1
○

○
○

1
0
0

3
A

N
E
C

 L
T
2
6
0
S
K

○

1
1

薬
品

庫
0
.9

m
×

0
.5

m
×

2
.2

m
5
0

2
○

T
R

U
S
C

O

1
2

○
換

気
ダ

ク
ト

3
m

L
×

0
.3

m
×

0
.3

m
5
0

1
○

○
○

1
0
0

5
三

種
5
0
0
W

○

1
3

○
ス

テ
ン

レ
ス

流
し

2
.0

m
L
×

0
.5

m
×

1
m

H
5
0

1
○

○

1
4

○
電

気
瞬

間
湯

沸
か

し
器

0
.2

m
×

0
.2

m
×

0
.2

m
H

1
.5

1
○

○
○

2
0
0

2
5
A

○
エ

マ
ッ

ク
ス

（
F
C

シ
リ

ー
ズ

）
5
kW

○

a
B

2
1
-
3

1
無

冷
媒

超
伝

導
マ

グ
ネ

ッ
ト

6
.5

m
×

9
.5

m
×

1
.1

m
5
0
0

1
○

○
○

2
0
0

5
0

三
種

○
J
A

S
T
E
C

：
J
M

T
D

-
1
0
T
1
0
0

マ
グ

ネ
ッ

ト
2
kw

○
○

○

○
2
0
0

5
3
.3

三
種

○

○
1
0
0

4
0

三
種

○

2
ボ

ン
ベ

＋
ボ

ン
ベ

ス
タ

ン
ド

0
.7

m
×

0
.4

m
×

1
.6

m
3
0
kg

2
○

3
L
D

V
1
.9

m
×

0
.7

m
×

1
.1

m
8
0
kg

1
○

○
2
0
0

5
0

三
種

2
0
0
W

○
○

○

4
機

材
棚

1
.6

m
×

0
.7

m
×

1
.8

m
5
0
kg

2

5
作

業
机

1
.8

m
×

0
.9

m
×

0
.7

m
3
0

2
○

T
R

U
S
C

O
 S

H
W

-
1
8
0
0
F
L
2

6
パ

ソ
コ

ン
1
0
kg

3
○

○
1
0
0

5
三

種
○

2
0
0
W

7
顕

微
鏡

0
.5
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資料３-１　面積表・概略平面図
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資料３-２　面積表・概略平面図（ＢＯＴ，ＢＴＯ区分図）
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(1)
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101.84 134

１

機械系共通
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２
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資料３-２　面積表・概略平面図（ＢＯＴ，ＢＴＯ区分図）

屋上 屋上

ラウンジ

駐車場

屋上

資料室１

研究室

打合せ室 更衣室複写室講師室 教授室

航空宇宙力学
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学生室
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准教授室
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助教室

教授室
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助教室
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制御工学分野
准教授室

航空宇宙
資料室２
航空宇宙

（兼産学連携室）

共同研究 外国人

１
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１
研究員室
共同

３

共同研究員室２
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資料７ 衛生器具 

 

 

衛生器具仕様：型番は便宜上東陶機器㈱-上段、ＩＮＡＸ㈱-下段の品番を参考として 

掲載したもので、選定にあたってはこれと同等若しくはそれ以上のものとする。これ 

以外のものに付いては下記の参考型番をもとに同等の仕様を保つこと。 

・ 洋風大便器(一般男子用) 

Ｃ４８０Ｎ+ＴＶ８５０Ｃ１Ｘ  

Ｃ-５Ｒ（ＣＷ-Ｐ２２ＡＭ-ＮＥ,ＣＦ-１５１０Ｒ７Ｊ-ＣＳ,ＣＦ６２－ＨＳ）   

・ 洋風大便器(一般女子用) 

Ｃ４８０Ｎ＋ＴＶ８５０Ｃ１Ｘ  

Ｃ-５Ｒ（ＣＷ-Ｐ２２ＡＦ-ＮＥ,ＣＦ－１５１０Ｒ７Ｊ-ＣＳ,ＣＦ－６２ＨＳ）  

・ 洋風便器(車椅子対応男子用) 

Ｃ４８０ＡＮ＋ＴＥＦ８０Ｃ２ＲＸ＋ＴＥＳ２６ＰＥ 

Ｃ-５ＫＲ（ＣＷ-Ｐ２２ＡＭ-ＮＥ,ＣＦ-１５１０Ｒ７Ｊ-ＣＳ,ＣＦ-６２ＨＳ） 

・ 洋風便器(車椅子対応女子用) 

Ｃ４８０ＡＮ＋ＴＥＦ８０Ｃ２ＲＸ＋ＴＥＳ２６ＰＥ 

Ｃ-５ＫＲ（ＣＷ-Ｐ２２ＡＦ-ＮＥ,ＣＦ-１５１０Ｒ７Ｊ-ＣＳ,ＣＦ-６２ＨＳ）  

・ 小便器 

ＵＦＳ８００Ｃ 

ＡＷＵ５０６ＲＰ 

・ トイレ用洗面器(ｱﾝﾀﾞｰｶｳﾝﾀｰ式) 

Ｌ５８２ＣＭＳ＋ＴＥＮ４１ＡＸ＋ＴＳ１２６ＡＲ 

Ｌ２０９４ＦＣ（ＡＭ９１（１００Ｖ），ＫＦ２４ＥＬＭ） 

・ 障害者用洗面器 

ＬＵ１０３+ＴＥＬ７６ＧＲＸ+ＴＳ１２６またはＴＥＬ７６ＧＲＸ+ＴＳ１２６ＡＲ 

Ｌ３６５ＡＰＲＳ（ＡＭ－９０（１００Ｖ），ＫＦ－２４ＢＭ） 

・ 障害者用手洗器 

ＬＳＥ５７０ＡＰ（Ｌ５７０Ａ＋ＴＥＬ５７０ＡＰＸ） 

ＡＷＬ－７１ＡＭ(Ｐ) 

・ 壁掛式洗面器 

Ｌ２５０ＤＭ（ＴＥＬ７０ＢＸ・Ｔ６ＢＭＰ、ＴＳ１２６ＡＲ） 

Ｌ１７６ＦＣＲＳ（ＡＭ９０（１００Ｖ），ＫＦ２４Ｂ） 

・ 掃除流し 

ＳＫ２２Ａ＋Ｔ２３ＡＥ２０Ｃ 

Ｓ２０２Ａ（ＬＦ－７Ｅ－１９－ＴＫ１，ＳＦ－２０ＳＦ，ＳＦ－２０Ｐ）   
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資料７  配管材料等 

・ 給水管（上水） 

水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管(PB)－100A 以下,屋内一般部･共同溝部 

水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管(FPB)－125A 以上,屋内一般部･共同溝部 

水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管(PD)－100A 以下,屋外埋設部 

・ 給水管（井水） 

水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管(PB)－100A 以下,屋内一般部･共同溝部 

水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管(FPB)－125A 以上,屋内一般部･共同溝部 

水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管(PD)－100A 以下,屋外埋設部 

・ 汚水管 

排水用塩ビﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管(D-VA) －屋内一般部 

排水･通気用鉛管 －屋内一般部 

下水道用硬質塩化ビニル管 －屋外埋設部 

・ 雑排水管 

配管用炭素鋼鋼管(白) －屋内一般部 

下水道用硬質塩化ビニル管－屋外埋設部 

・ 実験洗浄排水管 

水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管(PB)－100A 以下,屋内一般部･共同溝 

メカニカル型排水用鋳鉄異形管(1 種管)－150Ａ以上,屋外埋設部 

下水道用硬質塩化ビニル管－屋外埋設部 

・ 通気管 

配管用炭素鋼鋼管(白) －屋内一般部･共同溝 

・ ガス配管 

ガス会社認定品 

・ 給湯管  

一般配管用ステンレス鋼管 

・ 屋内消火管 

配管用炭素鋼鋼管(白) 

・ 屋外消火管 

配管用炭素鋼鋼管(白) 

・ 連結送水管 

圧力配管用炭素鋼鋼管(白) ｓｃｈ40 

・ ヘリュウム回収管 

銅管(JISＨ3300)－回収パックまで 

配管用ステンレス鋼管SCH5S ＡＰ (SUS304TP-SC)－回収パック以降 
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 （１７）

・ 冷温水管 

配管用炭素鋼鋼管(白) 

・ 冷媒管 

冷媒用被覆断熱銅管 

・ 空調ﾄﾞﾚﾝ管 

配管用炭素鋼鋼管(白) －屋内一般部 

下水道用硬質塩化ビニル管－屋外埋設部 

・ ダクト  

亜鉛めっき鋼鈑 

・ 純水製造装置用配管  

一般配管用ステンレス鋼管 
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【別表4】追加変更
実
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室
内
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の
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ベ

利
用

水
素

S
F
6

ネ
オ
ン

レ
ザ
ー

ル
ガ
ス

バ
ー

フ
ル
オ
ロ
シ
ク
ロ
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フ

ッ
化
メ
タ
ン

ト
リ
フ
ル
オ
ロ
メ
タ
ン

K
r
F

X
e

K
r

圧
縮
空
気

N
2
O

プ
ロ
パ
ン

D
M
E

メ
タ
ン

棟 階 番号

d Ｂ3 1 集中監視室

d Ｂ3 2 共同利用者室

d Ｂ3 3 保管室

d Ｂ3 4 ヘリウム回収室
○

d Ｂ3 5 計測準備室

d Ｂ3 6 Ｘ線計測室

d Ｂ3 11 汚染検査室

d Ｂ3 12 貯蔵室

d Ｂ3 13 廃棄物保管室

d Ｂ3 14 排水処理室

d Ｂ3 15 排水貯留室

d Ｂ3 16 排気機械室

d Ｂ3 17 機械室

d Ｂ3 18 測定室

d Ｂ3 21 重同位体実験室

d Ｂ3 22 同位体実験室

d Ｂ3 23 中性子実験室

d Ｂ3 24 線源物理実験室

d Ｂ3 25 微量放射能測定室
○ ○ ○

d Ｂ3 26 同位体実習室

d Ｂ3 27 検出器開発室
○ ○ ○ ○ ○

d Ｂ3 31 分子標識実験室

d Ｂ3 32 低温室

d Ｂ3 33 細胞培養室
○

d Ｂ3 34 暗室

d Ｂ3 35 生物化学実験室

d Ｂ3 36 動物実験室

d Ｂ3 37 濃度分析室

d Ｂ3 38 生物化学試料調製室
○

d Ｂ3 41 メスバウア実験室１

d Ｂ3 42 メスバウア実験室２
○ ○ ○

d Ｂ3 43 非密封陽電子実験室
○

d Ｂ3 44 陽電子実験室
○

d Ｂ3 51 ボンベ庫

d Ｂ3 52 材料工学共通実験室（１）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

d Ｂ3 53 材料工学共通実験室（２）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

a B2 1-1
環境熱流体工学分野、熱材料
力学分野、流体物理学分野共
同実験室

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

a B2 1-2
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

a B2 1-3
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

a B2 1-4
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

a B2 2 客員実験室２
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヘ
リ
ウ
ム

ア
ル
ゴ
ン

ア
セ
チ
レ
ン

　　　　 　　　　　      特殊ガス
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い
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b B2 1 ナノ物性工学実験室
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

b B2 2-1 光工学分野実験室Ａ
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

b B2 2-2 光工学分野実験室Ｂ
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

b B2 2-3 光工学分野実験室Ｃ
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

b B2 3 熱物理工学分野実験室２
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

b B2 4 熱物理工学分野実験室１
○ ○ ○ ○ ○ ○

b B2 5 熱工学分野実験室
〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○

b B2 8 医療工学分野実験室

b B2 9-1 バイオメカニクス実験室1
○ ○

b B2 9-2 バイオメカニクス実験室2
○ ○

b B2 10 レンタル
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

b B2 11 化学処理室２
○ ○

b B2
12-
1

材料系共通実験室1

b B2
12-
2

材料系共通実験室2

b B2
13-
1

材料物性学分野実験室１

b B2
13-
2

材料物性学分野実験室２

b B2
13-
3

材料物性学分野実験室３

b B2 14 適応材料力学分野実験室Ｂ
○ ○

b B2
15-
1

適応材料力学分野実験室Ａ-1
○ ○

b B2
15-
2

適応材料力学分野実験室Ａ-2
○ ○

b B2
16-
1

固体力学分野精密測定室
○

b B2
16-
2

固体力学分野実験室
○ ○

b B2 17
機械機能要素工学分野実験
室

○

b B2 18 振動工学分野実験室
○

b B2 19 精密計測加工学分野実験室

c B2 1
先端イメージング工学分野研
究室

c B2 3-1 機械系共通クリーンルーム１
○ ○

c B2 3-2 機械系共通クリーンルーム２
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

c B2 4 クリーンルーム機械室
○

c B2 5 化学処理室１
○ ○

c B2 6 クリーンルーム前室

c B2 7-1 構造材料強度学分野実験室

c B2 7-2
構造材料強度学分野精密計
測室

c B2 8-1 航空宇宙力学実験室(1)
○

c B2 8-2 航空宇宙力学実験室(2)
○

c B2 8-3 航空宇宙力学実験室(3)
○

c B2 10 顕微鏡室
○ ○

c B2 11
ナノマイクロシステム工学分野
実験室

○ ○ ○
液体

○ ○ ○ ○ ○

c B2 12
ナノメトリックス工学分野実験
室

c B2 13 レンタル
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

c B2 14
マイクロ加工システム分野実
験室

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

c B2 15 推進工学分野実験室
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ヘ
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ウ
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ア
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セ
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レ
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　　　　 　　　　　      特殊ガス

 
実験・分析室

窒
　
　
素

酸
　
　
素

二
酸
化
炭
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ヘ
リ
ウ
ム
回
収

圧
縮
空
気

窒
素

ア
ル
ゴ
ン

　
ボ
ン
ベ
室
か
ら
の
配

管
供
給

（
純
度
は
保
証

し
な
い

）

c B2 16 分子流体力学分野実験室

c B2 17 流体力学分野実験室

c B2 18 流体数理学分野実験室

c B2 19 制御工学分野実験室

d B2 1 共通実験室２
○ ○ ○ ○ ○

d B2 2 共通実験室１
○ ○ ○

d B2 3 物理化学実験室３
○ ○ ○ ○ ○

d B2 4 物理化学実験室２
○ ○ ○

d B2 5-1 物理化学実験室１
○ ○ ○

d B2 5-2 薬品室
○ ○ ○

d B2 6 物理化学実験準備室
○ ○ ○ ○

d B2 7 クリーンルーム前室
○ ○ ○ ○ ○

d B2 8 クリーンルーム機械室
○ ○ ○ ○

d B2 9 クリーンルーム
○

d B2 10-1 機械工作室
○ ○ ○

d B2 10-2 機械工作室控室

d B2 11 機械系共通計算機室

d B2 13 メカトロニクス分野実験室

d B2 14 材料実験室３
○ ○ ○

d B2 15 材料実験室２
○

d B2 16 材料実験室１
○ ○ ○ ○

d B2 17 機器保管室
○ ○

d B2 18 試料調整室
○

d B2 19 原子核工学計算機室

d B2 20 文書保存室

d B2 21 客員実験室１
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

b B1 4 量子物性学分野実験室

b B1 7
機械システム創成学講座実験
室

a 1 1
生産システム工学分野実験室
②

a 1 2
生産システム工学分野実験室
①

a 1 6
最適システム設計工学分野実
験室②

a 1 7
最適システム設計工学分野実
験室①

（21）



【別表4】追加変更
　
水
道
水
の
利
用

水
量

（
㍑
/
m
i
n

）

温
度

(
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棟 階 番号

d Ｂ3 1 集中監視室

d Ｂ3 2 共同利用者室

d Ｂ3 3 保管室

d Ｂ3 4 ヘリウム回収室

d Ｂ3 5 計測準備室

d Ｂ3 6 Ｘ線計測室
25 20 2気圧程度

d Ｂ3 11 汚染検査室

d Ｂ3 12 貯蔵室

d Ｂ3 13 廃棄物保管室

d Ｂ3 14 排水処理室

d Ｂ3 15 排水貯留室

d Ｂ3 16 排気機械室

d Ｂ3 17 機械室

d Ｂ3 18 測定室

d Ｂ3 21 重同位体実験室

d Ｂ3 22 同位体実験室

d Ｂ3 23 中性子実験室

d Ｂ3 24 線源物理実験室

d Ｂ3 25 微量放射能測定室
25 20 2気圧程度

d Ｂ3 26 同位体実習室

d Ｂ3 27 検出器開発室
10

d Ｂ3 31 分子標識実験室

d Ｂ3 32 低温室

d Ｂ3 33 細胞培養室

d Ｂ3 34 暗室

d Ｂ3 35 生物化学実験室

d Ｂ3 36 動物実験室

d Ｂ3 37 濃度分析室

　
　　　　 　　　　　      　　　　　　　冷却水

 
実験・分析室

　
循
環
方
式
の
利
用

　
備
　
　
考

　
冷
凍
機
出
力
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　　　　 　　　　　      　　　　　　　冷却水

 
実験・分析室

　
循
環
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の
利
用

　
備
　
　
考

　
冷
凍
機
出
力

d Ｂ3 38 生物化学試料調製室

d Ｂ3 41 メスバウア実験室１

d Ｂ3 42 メスバウア実験室２

d Ｂ3 43 非密封陽電子実験室
25 20 2気圧程度

d Ｂ3 44 陽電子実験室
25 20 2気圧程度

d Ｂ3 51 ボンベ庫

d Ｂ3 52 材料工学共通実験室（１）
150 ５～　３５℃ 100 0.5 0 蒸留水

d Ｂ3 53 材料工学共通実験室（２）
150 ５～　３５℃ 100 0.5 0 蒸留水

a B2 1-1
環境熱流体工学分野、熱材料
力学分野、流体物理学分野共
同実験室

0 10 50 0.3 清水 20kw以上空冷式

a B2 1-2
0 10 50 0.3 清水

a B2 1-3
0 10 50 0.3 清水

a B2 1-4
0 10 50 0.3 清水

a B2 2 客員実験室２
150 ５～　３５℃ 100 0.5 0 蒸留水

b B2 1 ナノ物性工学実験室
20 ５～　３２℃ 110 1 制限なし JRA9001

b B2 2-1 光工学分野実験室Ａ

b B2 2-2 光工学分野実験室Ｂ
150 ５～　３５℃ 150 0.5 0 蒸留水 （ABC室全体で）

b B2 2-3 光工学分野実験室Ｃ

b B2 3 熱物理工学分野実験室２
5 可能ならば１５℃以下も

b B2 4 熱物理工学分野実験室１
5 可能ならば１５℃以下も

b B2 5 熱工学分野実験室
無

b B2 8 医療工学分野実験室

b B2 9-1 バイオメカニクス実験室1

b B2 9-2 バイオメカニクス実験室2

b B2 10 レンタル
150 ５～　３５℃ 50 0.5 0 蒸留水

b B2 11 化学処理室２

b B2
12-
1

材料系共通実験室1

b B2
12-
2

材料系共通実験室2

b B2
13-
1

材料物性学分野実験室１

b B2
13-
2

材料物性学分野実験室２

b B2
13-
3

材料物性学分野実験室３

b B2 14 適応材料力学分野実験室Ｂ
23 400 水道水

b B2
15-
1

適応材料力学分野実験室Ａ-1
23 100 水道水

b B2
15-
2

適応材料力学分野実験室Ａ-2
23 300 水道水

b B2
16-
1

固体力学分野精密測定室
無

b B2
16-
2

固体力学分野実験室
無

b B2 17 機械機能要素工学分野実験室
無

JRA:冷凍空調機器用冷却
水水質基準
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b B2 18 振動工学分野実験室
微量

b B2 19 精密計測加工学分野実験室
無

c B2 1
先端イメージング工学分野研
究室

c B2 3-1 機械系共通クリーンルーム１
20 3 0.3 水道水

c B2 3-2 機械系共通クリーンルーム２
15 20 15 0.3 不明 水道水

c B2 4 クリーンルーム機械室
無

c B2 5 化学処理室１
6

c B2 6 クリーンルーム前室
無

c B2 7-1 構造材料強度学分野実験室
5

c B2 7-2
構造材料強度学分野精密計測
室

無

c B2 8-1 航空宇宙力学実験室(1)
5

c B2 8-2 航空宇宙力学実験室(2)
5

c B2 8-3 航空宇宙力学実験室(3)
5

c B2 10 顕微鏡室
20 5 0.3 不明 水道水

c B2 11
ナノマイクロシステム工学分野
実験室

15 20 10 0.3 不明 水道水

c B2 12
ナノメトリックス工学分野実験
室

c B2 13 レンタル
150 ５～　３５℃ 50 0.5 0 蒸留水

c B2 14
マイクロ加工システム分野実験
室

15 20 10 0.3 不明 水道水

c B2 15 推進工学分野実験室

c B2 16 分子流体力学分野実験室

c B2 17 流体力学分野実験室

c B2 18 流体数理学分野実験室

c B2 19 制御工学分野実験室
無

d B2 1 共通実験室２
20 25 30 1

d B2 2 共通実験室１

d B2 3 物理化学実験室３
20 25 30 1

d B2 4 物理化学実験室２
10

d B2 5-1 物理化学実験室１
10

d B2 5-2 薬品室
20

d B2 6 物理化学実験準備室
20

d B2 7 クリーンルーム前室
10

d B2 8 クリーンルーム機械室
無

d B2 9 クリーンルーム
10

d B2 10-1 機械工作室
無

d B2 10-2 機械工作室控室

d B2 11 機械系共通計算機室

（24）
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d B2 13 メカトロニクス分野実験室
15

d B2 14 材料実験室３
25 20 0.2～　0.5 0 水道水

d B2 15 材料実験室２
4

d B2 16 材料実験室１
25 20 0.2 0 水道水

d B2 17 機器保管室
20

d B2 18 試料調整室
6

d B2 19 原子核工学計算機室

d B2 20 文書保存室

d B2 21 客員実験室１
150 ５～　３５℃ 100 0.5 0 蒸留水

b B1 4 量子物性学分野実験室

b B1 7
機械システム創成学講座実験
室

無

a 1 1
生産システム工学分野実験室
②

a 1 2
生産システム工学分野実験室
①

a 1 6
最適システム設計工学分野実
験室②

a 1 7
最適システム設計工学分野実
験室①

（25）
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入札説明書に関する質問回答 
 

番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① ｱ - 質 問 回 答 

1 事業の範囲 4 1 6 4 3 ② ｱ

その他一切の保守管理業務

とは具体的にどのような業

務を想定しているのでしょ

か。 

点検・保守・修繕・更新に

かかわらず、その他一切の

保守管理業務のことです。

具体的な内容については、

入札説明書及び要求水準書

とともに、入札参加者の提

案に基づくものとします。

2 事業の範囲 4 1 6 4 3 ② ｲ

その他一切の保守管理業務

とは具体的にどのような業

務を想定しているのでしょ

か。また、要求水準書３５

頁の建築設備保守管理業務

の（６）要求仕様に記載の

業務以外については、点

検・保守・修繕・更新・そ

の他一切の保守管理業務に

含まれないという理解でよ

ろしいでしょうか。 

ご質問の前段について、点

検・保守・修繕・更新にか

かわらず、その他一切の保

守管理業務のことです。具

体的な内容については、入

札説明書及び要求水準書と

ともに、入札参加者の提案

に基づくものとします。 

ご質問の後段について、原

則として、要求水準書に記

載されているように、上記

(1)から(5)に基づき以下の

業務((6))を必須とし、こ

れら以外の業務は入札参加

者の提案によるものとしま

す。ただし、入札説明書に

記載されているように、入

札説明書等（主に要求水準

書）に示す機能を維持する

ために行う修繕・更新は、

その規模にかかわらずすべ

て本事業において事業者が

行う事業の範囲となりま

す。 

3 事業の範囲 4 1 6 4 3 ② ｳ

その他一切の保守管理業務

とは具体的にどのような業

務を想定しているのでしょ

か。 

点検・保守・修繕・更新に

かかわらず、その他一切の

保守管理業務のことです。

具体的な内容については、

入札説明書及び要求水準書

とともに、入札参加者の提

案に基づくものとします。

4 事業の範囲 4 1 6 4 3 ② ※

入札説明書等（主に要求水

準書）に示す機能を維持す

るために行う修繕・更新は

その規模にかかわらずすべ

て本事業において選定事業

者にて行うとの記載があり

原則として、要求水準書に

記載されているように、上

記(1)から(5)に基づき以下

の業務((6))を必須とし、

これら以外の業務は入札参

加者の提案によるものとし



 （２７）

番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① ｱ - 質 問 回 答 

ますが、建築設備保守管理

業務において、事業者にて

点検する建築設備（要求水

準書３５頁（６）要求仕様

に記載の業務）以外の業務

は事業者の範囲外という理

解でよろしいでしょうか。 

ます。ただし、入札説明書

に記載されているように、

入札説明書等（主に要求水

準書）に示す機能を維持す

るために行う修繕・更新

は、その規模にかかわらず

すべて本事業において事業

者が行う事業の範囲となり

ます。 

5 
サービス購入

費の構成 
29

別

紙 
2 1   

基幹環境整備に固有に必要

となる建設工事費用とあり

ますが、総合研究棟Ⅲ以外

の工事（総合研究棟Ⅴ防災

センターの改修、ＥＭセン

ター内自火報表示の改修な

ど）を対象とすると考えれ

ばよろしいでしょうか。 

重要事項 

「建設工事（基幹環境整備

に個有に必要となるも

の）」とは、総合研究棟Ⅲ

の建物（ブリッジ、渡り廊

下を含む）以外の部分（外

構、既存施設の改修等）の

整備に要する費用とし、

「建設工事（ＲＩ整備に個

有に必要となるもの）」と

は、総合研究棟ⅢのＢＴＯ

（ＲＩ）の部分のうち、Ｒ

Ｉ関係排気設備、ＲＩ関係

排水設備、ＲＩ関係監視設

備、ＲＩ関係遮蔽設備に係

る費用とします。 
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様式集に関する質問回答 

 

番号 質問項目 頁 様式 章 1 (1) 1) - - 質 問 回 答 

6 

長期事業収支

計画表（損益

計算書）（資

金収支計算書

等） 

45

46
     

エクセルデータにより提出

することになっています

が、当該様式は、エクセル

版で配布されるのでしょう

か。 

エクセルによる様式は、入

札参加者で作成してくださ

い。 



 （２９）

 

要求水準書(本文)に関する質問回答 

 

番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① ｱ a 質 問 回 答 

7 
インフラ整備

状況 
5 2 4 9 1  

「ＲＩ施設の電気設備につ

いては、（中略）（ＥＭセン

ター）より、その他の施設

の電気設備については（中

略）２回線にて引き込み」

とありますが、共同溝内は

既設ケーブルラックに新設

ケーブルの敷設スペースが

あるものとして宜しいでし

ょうか。 

ご理解のとおりです。 

8 
インフラ整備

状況 
5 2 4 9 1  

ＥＭセンター及び総合研究

棟Ⅳ内から電力（直流電源

含む）を引き込む計画に対

し、送り出し用遮断器は予

備遮断器があるものと考え

て宜しいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

9 所有区分 7 2 5 3 2  

ＢＴＯ，ＢＯＴ部分により

区分所有建物となり、管理

費等は大学と事業者がそれ

ぞれ負担するということで

すが、当該管理費等出納に

関する管理組合会計業務に

ついては、事業者の業務対

象外という理解で宜しいで

しょうか。 

ご理解のとおりですが、Ｂ

ＯＴ方式部分の所有者とし

ての責務（管理費）は事業

者の負担（維持管理費相当

の「その他の費用」に含

む。）となります。同様

に、ＢＴＯ方式部分の所有

者としての責務（管理費）

は大学の負担となります。

ただし、本施設における区

分所有は一時的なものであ

り、当該責務（管理費）を

可能な限り軽減するものと

します。 

10 配置計画 9 2 6 6 1 ②

グレートコートは現状を完

成の状態と考えてよろしい

でしょうか。 終的な整備

計画があるのであればご提

示いただけますでしょう

か。 

本事業により本施設をデッ

キで接続する部分以外の場

所については、現在のとこ

ろ具体的な整備計画はあり

ません。 

11 
平面・動線計

画 
9 2 6 6 2 ③

ｄ棟Ｂ３階北側の車路（通

路）は車両の転回ができま

せんが、その条件で支障な

しと考えてよろしいでしょ

うか。 

現状ではご理解のとおりで

すが、具体的には入札参加

者の提案によるものとしま

す。 

12 
平面・動線計

画 
9 2 6 6 2 ④

各棟を連絡する渡り廊下は

開放廊下（屋外）と考えて

ご理解のとおりです。 



 （３０）

番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① ｱ a 質 問 回 答 

よろしいでしょうか。 

13 内装計画 11 2 6 6 4 ⑧

ピクチャーレールの必要数

量（延べｍ）をご指示いた

だけますでしょうか。 

廊下のうち開口部を除く壁

面部分とします。 

14 

Ｃクラスター

の建築物につ

いての京都市

及び近隣協議

事項 

11 2 6 6 6 ② ｱ

第１回質疑回答№７２にお

いて、「一棟扱いとして

は、接続の必要がある」と

のご回答を頂きましたが、

既存の総合研究棟Ⅳおよび

Ⅴと「一棟扱い」とするた

めに、隣接する総合研究棟

Ⅳと今回計画のⅢの各階

（具体的にはｂ棟１～３

階）をブリッジ等にて接続

する必要があるものと考え

られます。 

従って、接続に伴う総合研

究棟Ⅳの改修工事に関して

検討するために、Ⅳの現状

調査の実施及び関連図書・

資料（現場施工写真、施工

図等）の開示をお願い致し

ます。 

大学としてはＢ１階レベル

での接続により一棟の扱い

を受けられるものと考えて

いますが、詳細について

は、京都市との協議が必要

となり、事業の進捗にあわ

せて、市当局等をはじめと

する関係者と協議していく

ものとします。なお、Ｂ１

階レベル以外での接続が必

要となった場合は、当該費

用について大学が負担する

ものとします。 

15 

Ｃクラスター

の建築物につ

いての京都市

及び近隣協議

事項 

11 2 6 6 6 ② ｱ

隣接する総合研究棟Ⅳと今

回計画のⅢの各階（具体的

にはｂ棟１～３階）をブリ

ッジ等にて接続する場合、

その工事および接続に伴う

総合研究棟Ⅳの改修工事に

関する費用については、

「建設工事費用（基幹環境

設備に固有に必要となるも

の）」に計上するものとし

て、よろしいですか。 

ご質問のブリッジは、「建

設工事（基幹環境整備に個

有に必要となるもの、ＲＩ

整備に個有に必要となるも

の以外の建設工事）」の整

備に要する費用としてくだ

さい。なお、番号５、１４

への回答も参照してくださ

い。 

16 

Ｃクラスター

の建築物につ

いての京都市

及び近隣協議

事項 

11 2 6 6 6 ② ｳ

総合研究棟Ⅴの南東にある

防災センターを改修しと記

載されていますが、防災セ

ンターの改修業務は本事業

範囲外との理解でよろしい

でしょうか。 

本事業の事業範囲に含まれ

ます。 

17 

Ｃクラスター

の建築物につ

いての京都市

及び近隣協議

事項 

11 2 6 6 6 ② ｴ

応札前に関係官庁に対し

て、本件に関する問合せを

行なうことは可能でしょう

か。 

基本的には可能ですが、既

存建物との関係などの詳細

については、京都市との個

別具体的な協議が必要とな

り、事業の進捗にあわせ

て、市当局等をはじめとす

る関係者と協議していくも



 （３１）

番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① ｱ a 質 問 回 答 

のとします。 

18 

Ｃクラスター

の建築物につ

いての京都市

及び近隣協議

事項 

11 2 6 6 6 ② ｷ

資料４における平均地盤面

の設定ではⅣ、Ⅴ号棟を含

めた全体の平均地盤高さは

Ⅴ号棟申請時より低くな

り、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ号棟を１棟

として日影図を描くと既存

建物の部分（Ⅳ号棟西側）

でＮＧとなると思われま

す。このことは要項案作成

の際に官庁協議の中で解決

の方法が既に見出されてお

り、要項案に沿って計画を

進めても支障ないと考えて

よろしいでしょうか。 

建築基準法をはじめとする

関連法令及び条例等を遵守

するものとしますが、大学

としては、いわゆる平均地

盤面及び日影規制に関し

て、入札説明書等（主に要

求水準書）に沿った計画で

あれば特段の支障がないも

のと考えています。 

19 建物管理方式 13 2 6 8 2 ② ｱ a

ＥＭセンター既設中央監視

装置の監視内容が分かる資

料をご提示ください。 

【資料１５】を参照してく

ださい。 

20 照明設備 15 2 6 8 3 ① ｱ c

調光は０～１００％とあり

ますが、ＨＦ蛍光灯の調光

基準範囲である２５～１０

０％で計画して宜しいでし

ょうか。 

講義室関係については５～

１００％とし、実験室関係

については０～１００％と

します。 

21 
コンセント設

備 
16 2 6 8 3 ① ｲ a

「構成される分岐回路はブ

レーカー定格の８０％以上

の負荷群を１回路とする」

と上の行の「４～５個のコ

ンセント群を１回路とす

る」は齟齬があると思われ

ますが「４～５個のコンセ

ント群を１回路とする」を

優先させてよろしいでしょ

うか。 

原則としてブレーカー定格

の８０％以下としますが、

一般負荷のみの回路は４～

５個を１回路としてもよい

ものとします。 

22 
テレビ電波障

害防除設備 
21 2 6 8 3 ① ﾀ b

電波障害範囲の予想図は、

提出する様式にはありませ

んので、入札段階ではな

く、落札した後の設計時に

提出するという理解でよろ

しいでしょうか。 

ご理解のとおりですが、入

札参加者が提示する必要が

あると判断する場合は、様

式６４に記載してくださ

い。 

23 給水設備 24 2 6 8 3 ② ｱ c

市水、井水の供給能力を検

証するため、総合研究棟Ⅳ

及びⅤの市水と井水の使用

量が分かる資料をご提示く

ださい。 

１０月１６日に開催予定の

現地見学会においてデータ

を配布します。 

24 
入退室管理設

備 
22 2 6 8 3 ① ﾂ

入退館システムで採用する

ＦＣＦカードの配布は、貴

ＦＣＦカードは、学生証を

兼ねていますので、大学が



 （３２）

番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① ｱ a 質 問 回 答 

大学職員及び教授のみで学

生には配布されないという

理解でよろしいでしょう

か。 

学生にも配布します。 

25 
入退室管理設

備 
22 2 6 8 3 ① ﾂ

ＦＣＦカードの紛失等にお

ける再発行は別途費用が頂

けるという理解でよろしい

でしょうか。 

ＦＣＦカードは、職員証、

学生証を兼ねていますの

で、大学が再発行します。 

26 
入退室管理設

備 
22 2 6 8 3 ① ﾂ

Ｋ３の電気錠について、当

該鍵の管理は、貴大学の事

務所で実施されるという理

解でよろしいでしょうか。

例えば、事務所から学生に

研究室の鍵を貸出し、学生

の帰宅時に事務所に返却す

るという理解でよろしいで

しょうか。 

事務室及び集中監視室で行

います。 

27 
入退室管理設

備 
22 2 6 8 3 ① ﾂ

各室の鍵の管理（貸出・返

却）が、事務所でされるの

でしょうか。その場合、学

生が夜間及び休日等に施設

において研究等をされる場

合どのような貸出及び返却

方法をお考えでしょうか。 

鍵の管理は事務室で行いま

す。なお、原則として、夜

間、休日は貸出を行いませ

ん。 

28 
入退室管理設

備 
23 2 6 8 3 ① ﾂ b

「リーダーを通さずに入室

あるいは退室したものの処

理ができること」の「処

理」とはどのような内容で

しょうか。 

処理とは、①リーダーを通

さずに入退室した者のチェ

ック、②長時間滞在者に対

するエラー表示、③その様

なケースが起きた場合に手

動でデータ修正が行えるこ

とです。 

29 排水設備 25 2 6 8 3 ② ｳ d

実験排水に関してモニター

排水槽を設け水質の監視を

行うとの記述があります

が、１日排水量、時間 大

排水量をご提示ください。

又、ｐＨ調整設備は設けな

いものとしてよろしいでし

ょうか。 

ご質問の前段について、１

日排水量３０～４０ｍ３を

想定しています。 

ご質問の後段について、ｐ

Ｈ調整設備を設置する必要

はありません。 

30 排水設備 25 2 6 8 3 ② ｳ d

実験排水に関して、ｐＨ調

整設備は設けないものとし

てよろしいでしょうか。 

ｐＨ調整設備を設置する必

要はありません。 

31 特殊ガス設備 25 2 6 8 3 ② ｷ a

実験用ガスの工事範囲につ

いて実験室天井でバルブ止

めと考えてよろしいでしょ

うか。 

ご理解のとおりです。 



 （３３）

番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① ｱ a 質 問 回 答 

32 特殊ガス設備 25 2 6 8 3 ② ｷ a

特殊ガスを供給するとあり

ますが、ガス種別は下記の

通りと考えてよろしいでし

ょうか。Ｈｅ、Ｎ２ガス、

Ａｒ、Ｏ２、ＣＯ２、Ｈ

２、圧縮空気。 

圧縮空気、窒素ガス、アル

ゴンガスを供給することと

します。なお、窒素ガス、

アルゴンガスのボンベは大

学で調達しますが、供給設

備は本事業の事業範囲とし

ます。 

また、質問回答前段の変更

事項【別表４】に記載する

部屋へ供給できるよう配管

してください。 

33 特殊ガス設備 25 2 6 8 3 ② ｷ a

液体窒素に関する設備はす

べて大学側としてよろしい

でしょうか。 

ご理解のとおりです。ただ

し、設置場所の基礎及び供

給装置の上屋については、

本事業の事業範囲としま

す。 

34 特殊ガス設備 25 2 6 8 3 ② ｷ a

特殊ガスは圧縮空気を除い

てボンベ供給とし、指定場

所を除いてＢ３階ボンベ庫

に設置するものと考えてよ

ろしいでしょうか。 

圧縮空気だけでなく、窒素

ガス、アルゴンガスも供給

してください。なお、番号

３２への回答も参照してく

ださい。 

35 特殊ガス設備 25 2 6 8 3 ② ｷ a

圧縮空気供給用のコンプレ

ッサー、ドライヤエアタン

ク等はすべて大学側工事と

してよろしいでしょうか。

ＰＦＩ事業者が用意する場

合、瞬時 大使用量、露

点、供給圧力、パーティク

ル仕様をご提示ください。 

ご質問の事項は、本事業の

事業範囲とします。なお、

供給設備については、【別

表４】を参照のうえ提案し

てください。 

36 特殊ガス設備 25 2 6 8 3 ② ｷ a

特殊ガス配管について大学

の配管仕様がありました

ら、ご提示ください。仕様

が無き場合、一般配管用ス

テンレス鋼鋼管にて費用計

上してよろしいでしょう

か。 

ご理解のとおりです。 

37 特殊配管設備 26 2 6 8 3 ② ｸ a

実験機器に純水製造装置が

記載されていますが機器類

は別途で配管のみ本工事と

考えてよろしいでしょう

か。 

ご理解のとおりです。 

38 特殊配管設備 26 2 6 8 3 ② ｸ a

工事範囲について実験室天

井でバルブ止めと考えてよ

ろしいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

39 特殊配管設備 26 2 6 8 3 ② ｸ a
実験用純水はすべてポータ

ブル式のもの（大学側で用

純水製造装置は大学で設置

するものとし、配管は本事



 （３４）

番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① ｱ a 質 問 回 答 

意）を使用されるものと考

え、中央式の純水プラント

は設けないものと考えてよ

ろしいでしょうか。中央式

純水プラントをＰＦＩ事業

者が用意する場合、１日使

用水量、瞬時使用水量、供

給圧力、純度をご提示くだ

さい。 

業の事業範囲です。 

40 特殊配管設備 26 2 6 8 3 ② ｸ a

冷却水設備に関して各実験

室毎に、必要な水量、供給

圧力、背圧、必要温度、水

質をご提示ください。 

【別表４】を参照してくだ

さい。 

41 特殊配管設備 26 2 6 8 3 ② ｸ b

冷却水設備に関して「個別

にコントロールできる方

式」との記述があります

が、具体的にどの研究室で

何をコントロールするか、

ご提示ください。 

【別表４】を参照してくだ

さい。 

42 空調設備 26 2 6 8 3 ② ｺ d

各室のエネルギー使用量を

計測するとありますが、電

気設備の基本的要件では各

研究室となっています。各

室においてエネルギー計量

が必要でしょうか。なお、

研究室単位での計量でよい

場合は、各室がどの研究室

に属するかご提示くださ

い。 

原則として、研究室毎及び

各棟各階の共通毎とし、計

量区分数は４５０点（電気

３３０点、上水９０点、井

水１点、ガス２９点）程度

を想定しています。 

43 総合研究棟Ⅲ 27 2 6 9 1 ③

総合研究棟Ⅲ計画地内での

必要駐車台数をご指示くだ

さい。 

必要駐車台数は４０台以上

とします。 

44 その他 27 2 6 8 3 ② ｽ a

「実験室を除く各室につい

ては、機器等から発生する

騒 音 を 十 分 配 慮 す る こ

と。」との記述がありま

す。室内騒音レベルについ

て具体的な要求があればご

提示ください。 

「官庁施設の基本的性能

（国営整第１５６号・国営

整第１６２号／平成１８年

３月３１日）」の４－３－

１音環境に関する性能の分

類Ⅱ程度とします。 

45 その他 27 2 6 8 3 ② ｽ c

「配管材料等は【資料７】

によるものとする。」との

記述がありますが、【資料

７】にはＲＩの配管材料し

かありません。これ以外は

指定がないものとしてよろ

しいでしょうか。 

質問回答前段の変更事項を

参照してください。 
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番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① ｱ a 質 問 回 答 

46 その他 27 2 6 8 3 ② ｽ d

「敷地境界線における騒音

値、また構内の他の建物に

対する騒音対策（機器等に

おけるサレンサー、消音ボ

ックス等）を必要に応じ講

ずること。」との記述があ

ります。構内の他の建物に

対する騒音の要求水準があ

れば、ご提示ください。な

お敷地境界線における騒音

値に自主規制値を設けてな

いものと考えてよろしいで

しょうか。 

ご質問の前段（構内の他の

建物）について、具体的な

要求水準は設定していませ

んが、常識的に考えて、教

育・研究に支障となるよう

な騒音には対策が必要とな

ります。 

ご質問の後段（敷地境界線

における騒音値）につい

て、具体的な要求水準は設

定していませんが、関連法

令及び条例等を遵守するも

のとします。 

47 駐車場 27 2 6 9 4 ①

新規に設置の駐車スペース

はａ棟の屋上のみと考えて

よろしいでしょうか。 

屋上とともに、北側エリ

ア、周回道路近辺と併せ

て、必要駐車台数は４０台

以上とします。 

48 駐車場 27 2 6 9 4 ①

Ａ棟屋上駐車スペースへの

アクセスは市道からではな

く、主に構内道路を利用す

ると考えてよろしいでしょ

うか。 

ご理解のとおりです。 

49 駐車場 27 2 6 9 4 ①

ａ棟屋上駐車場の下部室に

対する遮音・振動対策が必

要であればご指示くださ

い。 

階下に図書室・会議室等が

設置されており、具体的な

要求水準は設定していませ

んが、常識的に考えて、教

育・研究に支障となるよう

な騒音・振動には対策が必

要となります。 

50 擁壁 28 2 6 9 5 ①

第１回質疑回答№４０にお

いて、既存テールアルメ擁

壁の上積み部分について

も、本事業範囲内とのご回

答を頂きましたが、新設部

分も含めてテールアルメ擁

壁の工法を詳細に検討する

ために、周辺（Ｃクラスタ

ー内東側）のボーリングデ

ータ（【資料２－１】には

含まれていなかったため）

および、既存擁壁部分の設

計図書、施工記録、【資料

１２】敷地測量図の付属図

面としての断面図（京都市

道１０１号線の横断面を含

む）を開示下さい。 

１０月１６日に開催予定の

現地見学会においてデータ

を配布します。 

51 費用の負担 32 3 2 7   年間の費用は、４０百万円 維持管理企業の個別の利益



 （３６）

番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① ｱ a 質 問 回 答 

（消費税等は含まない）と

の記載ですが、ＳＰＣから

維持管理業務を受託する維

持管理企業の必要４とする

利益については、当該費用

に含まず、その他費用に含

めてもよいという理解でよ

ろしいでしょうか。 

については、維持管理費相

当（ただし、その他の費用

を含まない）に含まれま

す。なお、選定事業者の利

益については、その他費用

に含まれます。 

52 用語の定義 32 3 2 8   

更新について、事業者が設

置したＵＰＳや非常用照明

のバッテリーの交換も業務

に含まれるでしょうか。 

ご理解のとおり、本事業の

事業範囲です。 

53 
建物保守管理

業務 
32 3 3    

建築物の衛生的環境に関す

る法律に基づく、建築物環

境衛生管理技術者の選任は

大学側で行われるという理

解で宜しいでしょうか。 

ご理解のとおり、建築物の

衛生的環境に関する法律に

基づく建築物環境衛生管理

技術者の選任は大学側で行

います。 

54 
建築設備保守

管理業務 
35 3 4 6   

要求水準に記載以外の設備

の保守点検は実施しなくて

もよいという理解でよろし

いでしょうか。また、平成

２１年９月７日の質疑回答

４７及び４８においてエレ

ベーターの保守点検及び消

防設備の保守点検は、入札

参加者の提案によるとの記

載があります。当該設備を

事業者にて実施することを

提案しない場合は、貴大学

にて直接実施されるという

理解でよろしいでしょう

か。 

ご質問の前段について、ご

理解のとおりです。なお、

番号２への回答も参照して

ください。 

ご質問の後段について、ご

理解のとおりです。エレベ

ーターの保守点検及び消防

設備の保守点検について、

入札参加者の提案がない場

合は、大学で実施するもの

とします。 

55 
建築設備保守

管理業務 
35 3 4 6   

停電作業の時間帯につき、

ご回答を頂いていましたが

その他の設備について時間

帯指定のある点検業務はご

ざいますでしょうか。 

現段階では、停電作業以外

に、時間帯指定のある点検

業務は想定していません。 

56 
建築設備保守

管理業務 
37 3 6 3   

当頁には「各階共用部に設

置したごみ箱内のごみ及び

各清掃場所で発生したごみ

等は、（中略）ごみ集積場

所（Ｂ２階廃棄物品置場）

に置くものとする。」とあ

りますが、７／２９付質問

回答Ｎｏ．１４７には「各

階にゴミ一時集積場を設置

するものとする」とありま

各階ゴミ一時集積場（スペ

ース）は、入札参加者で提

案してください。当該提案

場所に、大学が【資料２

０】で提示した分別ゴミ箱

を設置することになりま

す。なお、入札説明書等に

関する質問回答（第１回

目）等の番号５８への回答

も参照してください。 



 （３７）

番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① ｱ a 質 問 回 答 

す。各階のゴミ一時集積場

は図面上に見当たりません

が、事業者が施設整備業務

として整備するものと解し

てよろしいでしょうか。 

57 
建築設備保守

管理業務 
37 3 6 3   

「（前略）ごみ等は、（中

略）図面で指定されたごみ

集積場所（Ｂ２階廃棄物品

置場）」に置くものとす

る。とありますが、別表１

－２Ｐ．５３「ｄ－Ｂ２－

２２廃棄物品置場には「機

械系４専攻が使用する廃棄

物品保管庫」とあります。

「ｄ－Ｂ２－２２廃棄物品

置場」は清掃業務として共

用部から回収した廃棄物品

置場として使用してよいも

のでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

58 清掃業務 37 3 6 4 2 ①

清掃作業は本学職員の勤務

時間内（８：３０～１７：

１５）に行うとあります

が、ごみ箱等は週２回の始

業前までに内容物が空にな

っており、汚れの付着して

いない状態にする、との指

示があります。ごみ箱等の

業務は勤務時間外に行うと

いう理解で宜しいのでしょ

うか。 

要求水準書（案）に関する

質問回答・意見（７月２９

日）の番号１４３への回答

（下記）を参照してくださ

い。なお、別途に時間を指

定（始業時前）する場所と

は、主に講義室関係が該当

します。 

記 

「別途に時間を指定（始業

時前）する場所についての

み、週２回の始業時前に、

空で汚れが付着していない

状態にするものとします。

他の部分については、週２

回の本学職員の勤務時間内

で 実 施 す る も の と し ま

す。」 

59 清掃業務 39 3 6 8 2 ①

ワックス塗布が不要となる

床材を用いた場合、当該箇

所についてはワックス塗布

及び剥離を行わなくてもよ

い、ということでよろしい

でしょうか。 

ご理解のとおりですが、ワ

ックス塗布が不要となる床

材について、適切な清掃業

務を行うものとします。 

60 警備業務 39 3 7 1   

運営時間とは、貴大学の職

員様の勤務時間（８：３０

～１７：１５）という理解

でよろしいでしょうか。 

ここでの運営時間とは、具

体的な勤務時間を示してい

るものではなく、教育・研

究で部屋を使用している時



 （３８）

番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① ｱ a 質 問 回 答 

間のことです。なお、警備

業務は、２４時間・３６５

日機械警備となっているこ

とに留意してください。 

61 警備業務 39 3 7 1   

教官室や実験室等の内部に

ついての機械警備業務は事

業者の対象外という理解で

よろしいでしょうか。これ

ら専用部分には貴大学にて

独自に機械警備を導入され

るのでしょうか。 

ご質問の前段について、ご

理解のとおり、教官室や実

験室等の内部の機械警備業

務については、本事業の事

業範囲ではありません。 

ご質問の後段について、現

段階では、教官室や実験室

等の内部に機械警備を導入

する予定はありません。 

62 警備業務 40 3 7 3   

機械警備については、外部

から本施設に侵入される恐

れのある箇所を対象との記

載があり、平成２１年９月

７日の質疑回答では屋外に

赤外線センサー等の設置を

想定しているとの記載があ

ります。【別表１－１】で

も記載されているとおり、

夜間でも貴大学の学生が本

施設を利用されています。

その場合、学生が通行する

と想定される場所について

は、赤外線センターの設置

はしなくてもよいという理

解でよろしいでしょうか。

（ロビー等の通行場所に赤

外線センサーを設置すると

警報が必要以上に発報しま

す。） 

また、上記のように通行場

所については、赤外線セン

サーを設置しない場合は、

逆に外部から侵入されるお

それもあります。貴大学に

おいて機械警備について、

どのように想定されている

のでしょうか。 

ご質問の前段について、ご

理解のとおりです。限定さ

れた夜間出入口には、赤外

線センサー等による機械警

備を設置する必要はありま

せん。なお、限定された夜

間出入口以外の機械警備業

務は本事業の事業範囲で

す。 

ご質問の後段について、限

定された夜間出入口には監

視カメラを設置して対応し

ます。なお、監視カメラの

設置は本事業の事業範囲と

し、監視カメラの監視は大

学が行います。 

63 

レンタルラボ

部分の運営業

務 

40 3 8 1   

レンタルラボ運営業務にお

いて、「当該部分の維持管

理業務とともに、研究・実

験スペースを提供する運営

業務を実施する。」とあり

ますが、運営担当者の控室

は設けていただけるのでし

事業契約書（案）第５６条

（施設の提供等）を適用す

るものとします。 
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番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① ｱ a 質 問 回 答 

ょうか。その際の費用は無

償と考えてよろしいでしょ

うか。 

64 

本施設で行う

附帯事業（必

須・独立採算

事業とする） 

42 4 1 3 2  

購買横に喫煙スペースの設

置予定がありますが、「カ

フェテリア店舗内」に十分

な空気清浄設備を施した場

合でも、喫煙エリアを設け

ることは認められないでし

ょうか。 

本施設内の喫煙場所は、喫

煙スペースのみとします。 
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要求水準書(別表・資料)に関する質問回答 
 

番号 質問項目 
資料
番号

○○
枚目 

上中
下段 

- - - - - 質 問 回 答 

65 

工事用の仮設

電力受電につ

いて 

      

工事用電力について、本設

と同様に総合研究棟ⅣＢ２

Ｆ電気室からの有償支給が

可能と考えてよろしいでし

ょうか。 

また、可能な場合の電圧及

び 大電力、電力量計の取

付位置及び電気料金単価を

ご教示いただけますでしょ

うか。 

学外からの引き込みを原則

とします。 

66 
各エリアの要

求水準 

別表

1-1
     

諸元図の院生室の標準図で

は給湯設備を設置するとし

ていますが、別表１－１と

不整合があります。別表１

－１を正として給湯設備を

計画してよろしいでしょう

か。 

各分野の院生室・研究室・

学生室には、給湯設備を設

置してください。 

あわせて、下記事項を変更

します。 

記 

【別表１－１】（給湯設

備） 

ｂ－３－１７熱物理工学分

野准教授室 要→不要、ｂ

－Ｂ１－３量子物性学分野

院生室 不要→要、ｄ－Ｂ

１－１量子物理学分野研究

室 不要→要、ｄ－Ｂ１－

２量子ビーム科学講座研究

室 不要→要、ｃ－１－２

適応材料力学分野院生室

不要→要、ｄ－１－１量子

制御工学分野研究室 不要

→要、ｄ－１－２核エネル

ギー変換工学分野研究室

不要→要、ｄ－１－９中性

子工学分野研究室 不要→

要、ｄ－１－１０核材料工

学分野研究室 不要→要 

67 

各エリアの要

求水準 

（ｄ－Ｂ３－

３１， 

ｄ－Ｂ３－３

３， 

ｄ－Ｂ３－３

５） 

別表

1-1

2 

3 
    

ｄ－Ｂ３－３１分子標識実

験室及びｄ－Ｂ３－３３細

胞培養室、ｄ－Ｂ－３５生

物化学実験室において特殊

ガス及び特殊配管が必要と

なっていますが別表１－

２、１－３からは種類が読

み取れません。ご教示願え

ないでしょうか。 

ご質問の３室について特殊

ガスは不要とします。 

ただし、ご質問の３室につ

いて、酸素濃度計配線用の

配管が必要となります。な

お、当該配管は、酸素濃度

計を設置するすべての部屋

に必要となります。 



 （４１）

番号 質問項目 
資料
番号

○○
枚目 

上中
下段 - - - - - 質 問 回 答 

68 

各エリアの要

求水準 

（ｄ－Ｂ３－

４３， 

ｄ－Ｂ３－４

４） 

別表

1-1
3     

当該室の仕上仕様に関し

て、壁にはＸ線遮蔽仕様が

求められていますが、天井

には求められていません。

Ｘ線遮蔽仕様は壁のみと考

えてよろしいでしょうか。 

天井も同じ仕様とします。 

69 

各エリアの要

求水準 

（ｂ－Ｂ２－

１） 

別表

1-1
4 下    

ｂ－Ｂ２－１ナノ物性工学

実験室の室内環境はＥ１６

（恒温恒湿環境（乾球温度

２３℃±５℃、相対湿度５

０％±１０％））と要求し

ていますが、別表１－２

（Ｐ１９）では「空調設

備：一般的な快適温度を目

安とする。年間を通して６

０％以下の湿度を保証す

る。」との記述がありま

す。別表１－２を正として

よろしいでしょうか。 

【別表１－２】によるもの

とします。 

70 

各エリアの要

求水準 

（ｂ－Ｂ２－

２－１） 

別表

1-1
4 下    

ｂ－Ｂ２－２－１光工学分

野実験室Ａの室内環境はＥ

１９（高度空調（乾球温度

２０℃±２℃、相対湿度５

０％±１０％））と要求し

ていますが、別表１－２

（Ｐ１９）では「空調設

備：一般的な快適温度を目

安とする。・◎温度２２℃

±２℃◎湿度ＲＨ５０％以

下」との記述があります。

別表１－２を正としてよろ

しいでしょうか。 

【別表１－２】によるもの

とします。 

71 

各エリアの要

求水準 

（ｂ－Ｂ２－

２－２） 

別表

1-1
5 上    

ｂ－Ｂ２－２－２光工学分

野実験室Ｂの室内環境はＥ

１９（高度空調（乾球温度

２０℃±２℃、相対湿度５

０％±１０％））と要求し

ていますが、別表１－２

（Ｐ２０）では「空調設

備：一般的な快適温度を目

安とする。・◎温度２２℃

±２℃◎湿度ＲＨ５０％以

下」との記述があります。

別表１－２を正としてよろ

しいでしょうか。 

【別表１－２】によるもの

とします。 

72 
各エリアの要

求水準 

別表

1-1
5 上    

ｂ－Ｂ２－２－３光工学分

野実験室Ｃの室内環境はＥ

【別表１－２】によるもの

とします。 



 （４２）

番号 質問項目 
資料
番号

○○
枚目 

上中
下段 - - - - - 質 問 回 答 

（ｂ－Ｂ２－

２－３） 

１９（高度空調（乾球温度

２０℃±２℃、相対湿度５

０％±１０％））と要求し

ていますが、別表１－２

（Ｐ２０）では「空調設

備：一般的な快適温度を目

安とする。・◎温度２２℃

±２℃◎湿度ＲＨ５０％以

下」との記述があります。

別表１－２を正としてよろ

しいでしょうか。 

73 

各エリアの要

求水準 

（ｂ－Ｂ２－

３） 

別表

1-1
5 中    

ｂ－Ｂ２－３熱物理工学分

野実験室２の室内環境はＥ

１９（高度空調（乾球温度

２０℃±２℃、相対湿度５

０％±１０％））と要求し

ていますが、別表１－２

（Ｐ２１）では「空調設

備：一般的に快適温度を目

安とする。・特殊空調設

備：光学実験装置の保全の

ため（参考室－低温室・恒

温 恒 室 ・ ク リ ー ン ル ー

ム）。◎温度２０℃±２℃

◎湿度４０％±１０％」と

の記述があります。別表１

－２を正とし、室全体は一

般空調として、光学実験装

置を保存する小部屋のみ特

殊空調としてよろしいでし

ょうか。 

部屋全体をＥ１９（高度空

調 （乾球温 度２０℃ ±

２℃、相対湿度５０％±１

０％））とし、小部屋の設

置は不可とします。 

74 

各エリアの要

求水準 

（ｂ－Ｂ２－

４） 

別表

1-1
5 中    

ｂ－Ｂ２－４熱物理工学分

野実験室１の室内環境はＥ

１９（高度空調（乾球温度

２０℃±２℃、相対湿度５

０％±１０％））と要求し

ていますが、別表１－２

（Ｐ２１）では「空調設

備：一般的に快適温度を目

安とする。・特殊空調設

備：光学実験装置の保全の

ため（参考室－低温室・恒

温 恒 室 ・ ク リ ー ン ル ー

ム）。◎温度２０℃±２℃

◎湿度４０％±１０％」と

の記述があります。別表１

－２を正とし、室全体は一

般空調として、光学実験装

部屋全体をＥ１９（高度空

調 （乾球温 度２０℃ ±

２℃、相対湿度５０％±１

０％））とし、小部屋の設

置は不可とします。 



 （４３）

番号 質問項目 
資料
番号

○○
枚目 

上中
下段 - - - - - 質 問 回 答 

置を保存する小部屋のみ特

殊空調としてよろしいでし

ょうか。 

75 

各エリアの要

求水準 

（ｂ－Ｂ２－

９－１） 

別表

1-1
5 下    

ｂ－Ｂ２－９－１バイオメ

カニクス実験室１の室内環

境はＥ１７（クリーンルー

ム（クラス１００００）、

恒温恒湿環境（乾球温度２

３℃±５℃、除湿機能）

（湿度６０％以下））と要

求していますが、別表１－

２（Ｐ２４）では「・恒温

恒湿室：温度２３℃±２．

０，湿度５０％以下」との

記述があります。 

別表１－２を正とし、室全

体は恒温恒湿室（温度２

３℃±２．０，湿度５０％

以下）としてよろしいでし

ょうか。 

【別表１－２】によるもの

とします。 

76 

各エリアの要

求水準 

（ｂ－Ｂ２－

９－２） 

別表

1-1
5 下    

ｂ－Ｂ２－９－２バイオメ

カニクス実験室２の室内環

境はＥ１７（クリーンルー

ム（クラス１００００）、

恒温恒湿環境（乾球温度２

３℃±５℃、除湿機能）

（湿度６０％以下））と要

求していますが、別表１－

２（Ｐ２５）では「・恒温

恒湿室：温度２３℃±２．

０，湿度５０％以下」との

記述があります。 

別表１－２を正とし、室全

体は恒温恒湿室（温度２

３℃±２．０，湿度５０％

以下）としてよろしいでし

ょうか。 

【別表１－２】によるもの

とします。 

77 

各エリアの要

求水準 

（ｂ－Ｂ２－

１２－１， 

ｂ－Ｂ２－１

２－２） 

別表

1-1
6 中    

ｂ－Ｂ２－１２－１材料系

共通実験室１とｂ－Ｂ２－

１２－２材料系共通実験室

２には特殊ガス及び特殊配

管設備が必要との記述があ

りますが、別表１－２には

記載がありません。特殊ガ

ス及び特殊配管の種類をご

明示ください。 

特殊ガス及び特殊配管は不

要とします。 

78 各エリアの要 別表 6 中    ｂ－Ｂ２－１２－２材料系 室内環境はＥ１９としま



 （４４）

番号 質問項目 
資料
番号

○○
枚目 

上中
下段 - - - - - 質 問 回 答 

求水準 

（ｂ－Ｂ２－

１２－２） 

1-1 共通実験室２の室内環境は

Ｅ１９（高度空調（乾球温

度２０℃±２℃、相対湿度

５０％±１０％））と要求

していますが、別表１－２

（Ｐ２７）では「・空調設

備：一般的な快適温度を目

安とする。夏期２０℃、冬

期２０℃）」との記述があ

ります。 

別表１－２を正とし、室全

体 を 一 般 空 調 （ 夏 期 ２

０℃、冬期２０℃）するも

のとしてよろしいでしょう

か。 

す。 

79 

各エリアの要

求水準 

（ｂ－Ｂ２－

１３－１） 

別表

1-1
6 下    

ｂ－Ｂ２－１３－１材料物

性学分野実験室１は別表１

－１ではＥ３環境（一般的

な快適温度（夏期：乾球温

度２６℃、冬期：乾球温度

２０℃）および一般的な快

適湿度とする。）、別表１－

２では「空調設備：一般的

な快適温度を目安とする。

（ 夏 期 ２ ０ ℃ 、 冬 期 ２

０℃）」としていますが、

別表１－１を正としてよろ

しいでしょうか。 

【別表１－２】によるもの

とする。 

80 

各エリアの要

求水準 

（ｂ－Ｂ２－

１３－２） 

別表

1-1
6 中    

ｂ－Ｂ２－１３－２材料物

性学分野実験室２の室内環

境はＥ１９（高度空調（乾

球温度２０℃±２℃、相対

湿度５０％±１０％））と

要求していますが、別表１

－２（Ｐ２８）では「・空

調設備：夏期１８℃、冬

期．２４℃（２０℃＆余裕

能力） 

・恒温恒湿室（温度２４．

５℃±０．５℃、湿度５

０％±１０％以下定常的な

環境とする）」との記述が

あります。 

別表１－１を正としてよろ

しいでしょうか。 

【別表１－１】によるもの

とする。 

81 
各エリアの要

求水準 

別表

1-1
6 下    

ｂ－Ｂ２－１３－３材料物

性学分野実験室３は表１－

【別表１－１】によるもの

とする。 



 （４５）

番号 質問項目 
資料
番号

○○
枚目 

上中
下段 - - - - - 質 問 回 答 

（ｂ－Ｂ２－

１３－３） 

１ではＥ３環境（一般的な

快適温度（夏期：乾球温度

２６℃、冬期：乾球温度２

０℃）および一般的な快適

湿度とする。）、別表１－２

では「空調設備：夏期１

８℃、冬期．２４℃（２

０℃＆余裕能力）」として

いますが、別表１－１を正

としてよろしいでしょう

か。 

82 

各エリアの要

求水準 

（ｂ－Ｂ２－

１４） 

別表

1-1
7 上    

ｂ－Ｂ２－１４適応材料力

学分野実験室Ｂの室内環境

はＥ１７：（クリーンルー

ム（クラス１００００）、

恒温恒湿環境（乾球温度２

３℃±５℃、除湿機能）

（湿度６０％以下））（Ｅ１

９：高度空調（乾球温度２

０℃±２℃、相対湿度５

０％±１０％））と要求し

ていますが、別表１－２

（Ｐ２９）では「・温度２

０℃から２５℃までの任意

の温度を設定でき，通年で

設定温度±０．５℃・湿度

５０％以下（Ｅ１７のクリ

ーンルーム仕様にＥ１９の

高度空調）」との記述があ

ります。 

諸元図に示す暗室は一般空

調（夏期２６℃、冬期．２

２℃）として、クリーンル

ームは特殊空調（クラス１

００００，温度２０～２５

±０．５℃、湿度５０％以

下）と考えてよろしいでし

ょうか。 

クリーンルームおよび暗室

ともに、クラス１０００

０、乾球温度２０℃～２

５℃までの任意の温度を設

定でき、通年で設定温度±

０．５℃、湿度５０％以下

とします。 

83 

各エリアの要

求水準 

（ｂ－Ｂ２－

１５－１） 

別表

1-1
7 上    

ｂ－Ｂ２－１５－１適応材

料力学分野実験室Ａ－１の

室内環境はＥ１７：（クリ

ーンルーム（クラス１００

００）、恒温恒湿環境（乾

球温度２３℃±５℃、除湿

機能）（湿度６０％以下））

（Ｅ１９：高度空調（乾球

温度２０℃±２℃、相対湿

度５０％±１０％））と要

ご理解のとおり、室内環境

はＥ１９とします。 



 （４６）

番号 質問項目 
資料
番号

○○
枚目 

上中
下段 - - - - - 質 問 回 答 

求していますが、別表１－

２（Ｐ３０）では「・恒温

恒湿室：温度２０℃から２

５℃までの任意の温度を設

定でき，通年で設定温度±

０．５℃、湿度５０％以下

（Ｅ１７のクリーンルーム

仕 様 に Ｅ １ ９ の 高 度 空

調）」との記述がありま

す。 

適応材料力学分野実験室Ａ

－１の室内環境はＥ１９：

高度空調（乾球温度２０℃

±２℃、相対湿度５０％±

１０％）としてよろしいで

しょうか。 

84 

各エリアの要

求水準 

（ｂ－Ｂ２－

１５－２） 

別表

1-1
7 中    

ｂ－Ｂ２－１５－２適応材

料力学分野実験室Ａ－２の

室内環境はＥ１７：（クリ

ーンルーム（クラス１００

００）、恒温恒湿環境（乾

球温度２３℃±５℃、除湿

機能）（湿度６０％以下））

（Ｅ１９：高度空調（乾球

温度２０℃±２℃、相対湿

度５０％±１０％））と要

求していますが、別表１－

２（Ｐ３０）では「・恒温

恒湿室：温度２０℃から２

５℃までの任意の温度を設

定でき，通年で設定温度±

０．５℃、湿度５０％以下

（Ｅ１７のクリーンルーム

の仕様にＥ１９の高度空

調。」との記述がありま

す。 

適応材料力学分野実験室Ａ

－２の室内環境はＥ１９：

高度空調（乾球温度２０℃

±２℃、相対湿度５０％±

１０％）としてよろしいで

しょうか。 

ご理解のとおり、室内環境

はＥ１９とします。 

85 

各エリアの要

求水準 

（ｃ－Ｂ２－

１） 

別表

1-1
7 下    

ｃ－Ｂ２－１先端イメージ

ング工学分野研究室の特殊

ガス・特殊配管は不要との

記述がありますが、諸元図

ではＮｅ，Ａｒ，Ｎ２，Ｏ

２高圧ガスボンベの記述が

ご理解のとおり、ボンベ、

配管、実験機器は、大学で

設置します。 



 （４７）

番号 質問項目 
資料
番号

○○
枚目 

上中
下段 - - - - - 質 問 回 答 

あります。これらのボン

ベ、配管はすべて大学側が

用意するものとしてよろし

いでしょうか。 

86 

各エリアの要

求水準 

（ｃ－Ｂ２－

３－２） 

別表

1-1
8 上    

ｃ－Ｂ２－３－２機械系共

通クリーンルーム２の室内

環境はＥ１７（クリーンル

ー ム （ ク ラ ス １ ０ ０ ０

０）、恒温恒湿環境（乾球

温度２３℃±５℃、除湿機

能）（湿度６０％以下））と

要求していますが、別表１

－２（Ｐ３６）では「・室

温：１８～２５ｄｅｇＣの

範囲で±２ｄｅｇＣに，ま

た湿度６０％以下に制御可

能な空調」との記述があり

ます。 

別表１－１のＥ１７室内環

境を正としてよろしいでし

ょうか。 

【別表１－１】のＥ１７室

内環境によるものとしま

す。 

87 

各エリアの要

求水準 

（ｃ－Ｂ２－

７－２） 

別表

1-1
8 下    

ｃ－Ｂ２－７－２構造材料

強度学分野精密計測室の室

内環境はＥ８（恒温恒湿環

境 （ 乾 球 温 度 ２ ４ ℃ ±

２℃、相対湿度４０％±１

０％））と要求しています

が、別表１－２（Ｐ３８）

では「温度２５℃±１℃、

湿度５０％±１％」との記

述があります。湿度を±

１％内に制御することは困

難なため、別表１－１のＥ

８室内環境を正としてよろ

しいでしょうか。 

【別表１－１】のＥ８室内

環境によるものとします。 

88 

各エリアの要

求水準 

（ｃ－Ｂ２－

１０） 

別表

1-1
9 上    

ｃ－Ｂ２－１０顕微鏡室の

室内環境はＥ１７（クリー

ンルーム（クラス１０００

０）、恒温恒湿環境（乾球

温度２３℃±５℃、除湿機

能）（湿度６０％以下））と

要求していますが、別表１

－２（Ｐ４０）では「空調

設備：一般的な快適温度を

目安とする。温度がふらつ

かず湿度６０％以下」との

記述があります。 

【別表１－２】によるもの

とします。 



 （４８）

番号 質問項目 
資料
番号

○○
枚目 

上中
下段 - - - - - 質 問 回 答 

別表１－２の記述を正と

し、一般室内環境（夏期２

６℃、冬期２２℃）として

よろしいでしょうか。 

89 

各エリアの要

求水準 

（ｃ－Ｂ２－

１１） 

別表

1-1
9 上    

ｃ－Ｂ２－１１ナノマイク

ロシステム工学分野実験室

の室内環境はＥ１７（クリ

ーンルーム（クラス１００

００）、恒温恒湿環境（乾

球温度２３℃±５℃、除湿

機能）（湿度６０％以下））

と要求していますが、別表

１－２（Ｐ４１）では「・

空調：一般的な快適温度を

目安とする。」との記述が

あります。 

別表１－２の記述を正と

し、一般室内環境（夏期２

６℃、冬期２２℃）として

よろしいでしょうか。 

【別表１－２】によるもの

とします。 

90 
各エリアの要

求水準 

別表

1-1
9 中    

Ｃ－Ｂ２－１４が表中にあ

りません。室条件をご提示

ください。 

質問回答前段の変更事項を

参照してください。 

91 

各エリアの要

求水準 

（ｃ－Ｂ２－

１６） 

別表

1-1
9 下    

ｃ－Ｂ２－１６分子流体力

学分野実験室の特殊ガス及

び特殊配管設備が必要との

記述がありますが、別表１

－２には記載がありませ

ん。特殊ガス及び特殊配管

の種類をご提示ください。 

特殊ガスは不要とします。 

ただし、ネットワーク・ケ

ーブルを通すための配管が

必要となります。番号１４

３への回答を参照してくだ

さい。 

92 

各エリアの要

求水準 

（ｃ－Ｂ２－

１６） 

別表

1-1
9 下    

ｃ－Ｂ２－１６分子流体力

学分野実験室はＥ１９（高

度空調（乾球温度２０℃±

２℃、相対湿度５０％±１

０％））と要求しています

が、別表１－２（Ｐ４２）

では「・空調：Ａ・Ｂ室で

独立に制御可能とする。Ａ

室は計算機室レベルの空調

（ 夏 期 ２ ０ ℃ 、 冬 期 ２

０℃）、Ｂ室は一般的な快

適温度を目安とする（標準

設計温度夏期２６℃冬期２

２℃）。」との記述がありま

す。 

別表１－２の記述を正とし

てよろしいでしょうか。 

【別表１－２】によるもの

とします。 



 （４９）

番号 質問項目 
資料
番号

○○
枚目 

上中
下段 - - - - - 質 問 回 答 

93 

各エリアの要

求水準 

（ｃ－Ｂ２－

１７） 

別表

1-1
9 下    

ｃ－Ｂ２－１７流体力学分

野実験室はＥ５（恒温環境

（ 乾 球 温 度 ２ ０ ℃ ±

１℃））と要求しています

が、別表１－２（Ｐ４３）

では「（参考室－恒温室）

温度２０℃±５℃（湿度成

り行き）」との記述があり

ます。 

別表１－２の記述を正とし

てよろしいでしょうか。 

【別表１－２】によるもの

とします。 

94 

各エリアの要

求水準 

（ｄ－Ｂ２－

１） 

別表

1-1
10 上    

ｄ－Ｂ２－１共通実験室２

の特殊ガス及び特殊配管設

備が必要との記述がありま

すが、別表１－２には記載

がありません。特殊ガス及

び特殊配管の種類をご提示

ください。 

【別表４】を参照してくだ

さい。 

95 

各エリアの要

求水準 

（ｄ－Ｂ２－

１１） 

別表

1-1
11 上    

ｄ－Ｂ２－１１機械系共通

計算機室はＥ１９（高度空

調 （ 乾 球 温 度 ２ ０ ℃ ±

２℃、相対湿度５０％±１

０％））と要求しています

が、別表１－２（Ｐ４９）

では「特殊空調設備：恒温

恒湿１８℃±２℃」との記

述があります。 

別表１－１の記述を正とし

てよろしいでしょうか。 

【別表１－１】によるもの

とします。 

96 

各エリアの要

求水準 

（ｄ－Ｂ２－

１４） 

別表

1-1
11 中    

ｄ－Ｂ２－１４材料実験室

３において冷却水が必要と

なっていますが別表１－２

からは上水で冷却するよう

に読み取れます。上水によ

る冷却を冷却水と記入して

いると解釈してよろしいで

しょうか。（ｄ－Ｂ－１

５，１６およびｄ－Ｂ－２

１についても同様） 

【別表４】を参照してくだ

さい。 

97 

各エリアの要

求水準 

（ｄ－Ｂ２－

１９） 

別表

1-1
11 下    

ｄ－Ｂ２－１９原子核工学

計算機室はＥ１（一般的な

快適温度（夏期：乾球温度

２６℃、冬季：乾球温度２

２℃）および一般的な快適

湿度とする。）、Ｅ２１（高

度空調（乾球温度２０℃±

２℃、相対湿度２０～８

ご理解のとおりです（よろ

しい）。 



 （５０）

番号 質問項目 
資料
番号

○○
枚目 

上中
下段 - - - - - 質 問 回 答 

０％））と要求しています

が、諸元図に示すパーティ

ション外はＥ１環境、パー

ティション内はＥ２１環境

としてよろしいでしょう

か。 

98 

各エリアの要

求水準 

（ｂ－Ｂ１－

４） 

別表

1-1
13 上    

ｂ－Ｂ１－４量子物性学分

野実験室はＥ２２（高度空

調（乾球温度－１０℃～５

０℃±２℃、相対湿度２０

～９５％±５％））と要求

していますが、別表１－２

（Ｐ５５）では「・特殊空

調：通年１８℃程度。ワー

クステーションの冷却。計

算機室と同レベル（５０＋

５ ０ ＋ ５ ０ ） 予 備 機 有

り。」との記述がありま

す。 

別表１－２の記述を正とし

てよろしいでしょうか。 

ワークステーションを設置

する部分については、室内

温度条件２０℃±２℃、室

内湿度条件５０％±１０％

（予備機有り）とします。 

居室部分は一般居室の空調

条件でよいものとします。 

99 

各エリアの要

求水準 

（ｃ－２－９

～１６） 

別表

1-1
25 

上 

中 
   

ｃ－２－９～１６室の特殊

ガス及び特殊配管設備が必

要との記述がありますが、

別表１－２には記載があり

ません。特殊ガス及び特殊

配管の種類をご提示くださ

い。 

特殊ガスは不要とします。 

ただし、ネットワーク・ケ

ーブルを通すための配管が

必要となります。番号１４

３への回答を参照してくだ

さい。 

100 

各エリアの要

求水準 

（ｃ－２－９

～１６） 

別表

1-1
25 中    

ｃ－２－９分子流体力学分

野学生室～ｃ－２－１６流

体力学分野所助教授室に特

殊ガス及び特殊配管が必要

となっていますが別表１－

２、１－３からは読み取れ

ません。ご教示願えないで

しょうか。 

特殊ガスは不要とします。 

ただし、ネットワーク・ケ

ーブルを通すための配管が

必要となります。番号１４

３への回答を参照してくだ

さい。 

101 

各エリアの要

求水準 

（凡例） 

別表

1-1
28     

仕上記号が複数併記されて

いる場合、その全ての性能

条件を満足する単一の仕上

材ということでしょうか。 

原則として、それぞれの性

能を必要とする部分がある

ということで、必ずしも単

一の仕上でなくてもよいも

のとします。 

102 

各エリアの要

求水準 

（凡例） 

別表

1-1
28     

凡例の中に反力床、反力壁

が記載されていますが、こ

れらは本計画においては存

在しないと考えてよろしい

でしょうか。 

ご理解のとおりです。 



 （５１）

番号 質問項目 
資料
番号

○○
枚目 

上中
下段 - - - - - 質 問 回 答 

103 

各エリアの要

求水準 

（凡例） 

別表

1-1
28 中    

Ｆ１０：「埋込み部と支持

床」とはどういう仕様でし

ょうか。補足説明をお願い

します。 

部分的な床免震を想定して

います。 

104 

各エリアの要

求水準 

（凡例） 

別表

1-1
29 中    

特殊空調室（室内環境Ｅ５

～Ｅ２４）はすべて２４時

間連続空調を使用条件とし

てよろしいでしょうか。 

ご理解のとおりです。な

お、室内環境Ｅ４について

も同様とします。 

105 

各エリアの要

求水準 

（凡例） 

別表

1-1
29 中    

室内環境のＥ１４：恒温恒

湿環境（乾球温度２０～３

０℃±１℃、相対湿度５０

～７０％±５％）、、Ｅ２０

（乾球温度２０～３０℃±

２℃、相対湿度４０～７

０％±１０％）、Ｅ２２：

高度空調（乾球温度－１

０℃～５０℃±２℃、相対

湿 度 ２ ０ ～ ９ ５ ％ ±

５％）、Ｅ２３：高度空調

（乾球温度０℃～４０℃±

２℃、相対湿度３０～８

０％±５％）の温湿度基準

は温度、湿度ともある範囲

で可変とするとの記述があ

ります。Ｅ２２を例にする

と－１０℃、２０％から５

０℃、９５％の範囲で温湿

度条件を設定するというこ

とでしょうか。その場合、

中央熱源方式（冷凍機、ボ

イラ）のシステムを採用し

てもよろしいでしょうか。 

ご理解のとおりですが、原

則的には、個別の対応を主

として提案してください。 

106 

各エリアの要

求水準 

（凡例） 

別表

1-1
29 中    

特殊空調室はそれぞれ温湿

度条件が異なるため、各室

に専用の空調機を設置する

必要があります。空調機は

各実験室内に露出設置して

よろしいでしょうか。不可

の場合、建築プランを変更

し、各実験室の横に空調機

械室を設置してもよろしい

でしょうか。 

原則として、入札参加者の

提案によるものとします

が、実験室によっては、設

計段階での協議・調整が必

要となる場合もあります。 

107 

各エリアの要

求水準 

各エリアの特

殊条件 

（ｃ－Ｂ２－

別表

1-1

1-2

8 

38 
    

当該室の天井高さが別表１

－１（ＣＨ＝３．５ｍ）と

別表１－２（ＣＨ＝３．０

ｍ）で異なります。質問回

答の不整合の際には全てを

【別表１－１】によるもの

とします。 



 （５２）

番号 質問項目 
資料
番号

○○
枚目 

上中
下段 - - - - - 質 問 回 答 

７－２） 満たすということから、

３．５ｍを正とすることで

よろしいでしょうか。 

108 
各エリアの特

殊条件 

別表

1-2
     

各所に設置の電気温水器の

容量は１０－２０Ｌ（オフ

ィス用程度）と考えてよろ

しいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

109 

各エリアの特

殊条件（Ｂ２

Ｆ，Ｂ３Ｆ） 

別表

1-2
     

各実験諸室において床下ピ

ットが必要であれば、その

範囲とピット内必要有効高

さをご指示ください。 

設備計画上から必要となる

ピットを設置するものと

し、メンテナンスについて

も十分に配慮してくださ

い。なお、床下ピットを設

置する範囲及びピット内の

有効高などについては、入

札参加者の提案によるもの

とします。 

110 

各エリアの特

殊条件 

（ｄ－Ｂ３－

１６） 

別表

1-2
4 上    

ｄ－ｂ３－１６排気機械室

「管理区域の作業室につい

ては１室につき１給排気系

となるようにすること。」

との記述がありますが、

【資料７】機械設備資料で

は非密封管理区域の部屋は

すべて一つの系統となって

います。【資料７】を正と

してよろしいでしょうか。 

【資料７】によるものとし

ます。 

111 

各エリアの特

殊条件 

（ｄ－Ｂ３－

２２） 

別表

1-2
5 中    

「危険物取扱所用防火区

画」とありますが、危険物

の種類と容量の詳細が不明

です。ご指示ください。 

エタノール３０リットル、

キシレン３０リットルを想

定しています。 

112 

各エリアの特

殊条件 

（ｄ－Ｂ３－

２３， 

ｄ－Ｂ３－２

４） 

別表

1-2
6 上    

ｄ－Ｂ３－２３中性子実験

室とｄ－Ｂ３－２４線源物

理実験室の給排気は一般給

排気としてよろしいでしょ

うか。 

ご理解のとおりです。 

113 

各エリアの特

殊条件 

（ｄ－Ｂ３－

２４） 

別表

1-2
6 中    

ｄ－Ｂ３－２４線源物理実

験室の実験排水は一般実験

排水との記述があります

が、非密封ＲＩ排水もしく

下限以下ＲＩ排水とする必

要がないと考えてよろしい

でしょうか。 

ご理解のとおりです。 

114 

各エリアの特

殊条件 

（ｄ－Ｂ３－

別表

1-2
12 上    

ｄ－Ｂ３－４１メスバウア

実験室１の実験排水の放流

先についての記述がありま

ご理解のとおりです。 



 （５３）

番号 質問項目 
資料
番号

○○
枚目 

上中
下段 - - - - - 質 問 回 答 

４１） せん。一般実験排水として

放流してよろしいでしょう

か。 

115 

各エリアの特

殊条件 

（ｄ－Ｂ３－

４１） 

別表

1-2
12 上    

ｄ－Ｂ３－４１メスバウア

実験室１の給排気は一般給

排気としてよろしいでしょ

うか。 

ご理解のとおりです。 

116 

各エリアの特

殊条件 

（ｄ－Ｂ３－

４２） 

別表

1-2
12 下    

ｄ－Ｂ３－４２のメスバウ

ア実験室２「特殊ガス配

管：Ｈｅ回収（メーター設

置）、液体窒素」との記述

がありますが。液体窒素に

は配管が不要なものとして

よろしいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

117 

各エリアの特

殊条件 

（ｄ－Ｂ３－

４４） 

別表

1-2
13 下    

ｄ－Ｂ３－４４陽電子実験

室の給排気は一般給排気と

してよろしいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

118 

各エリアの特

殊条件 

（ｄ－Ｂ３－

５２） 

別表

1-2
14 下    

ｄ－Ｂ３－５２材料工学共

通実験室（１）液体窒素の

供給は配管不要なものとし

てよろしいでしょうか。液

体窒素供給装置は本事業に

含まないものとしてよろし

いでしょうか。 

ご質問の前段について、ご

理解のとおり、液体窒素の

供給配管は不要です。 

ご質問の後段について、ご

理解のとおり、液体窒素供

給装置は、本事業の事業範

囲外です。 

119 

各エリアの特

殊条件 

（ａ－Ｂ２－

１－１） 

別表

1-2
16 中    

ａ－Ｂ２－１－１環境熱流

体工学分野、熱材料力学分

野、流体物理学分野共同実

験室塩水排出の記述があり

ますが、実験排水系統への

放流と考えてよろしいでし

ょうか。 

ご理解のとおりです。 

120 

各エリアの特

殊条件 

（ａ－Ｂ２－

１－２， 

ａ－Ｂ２－１

－３） 

別表

1-2
17     

扉仕様は、両開き扉ｗ３０

００ｘＨ３０００、子扉

（ｗ８００ｘＨ１８００）

付き２ヶ所と理解してよろ

しいでしょうか。 

小扉（いわゆるくぐり戸）

付きの両開き扉を２箇所と

してください。 

121 

各エリアの特

殊条件 

（ａ－Ｂ２－

２） 

別表

1-2
18 下    

ａ－Ｂ２－２客員実験室２

「実験装置用給排水：実験

機器冷却のため必要」と記

載していますが、冷却水で

はなく、常温給水のことと

考えてよろしいでしょう

か。 

ご理解のとおりです。 

122 各エリアの特 別表 19 上    ｂ－Ｂ２－１ナノ物性工学 ご理解のとおりです。 



 （５４）

番号 質問項目 
資料
番号

○○
枚目 

上中
下段 - - - - - 質 問 回 答 

殊条件 

（ｂ－Ｂ２－

１） 

1-2 実験室ＫｒＦ、ＳＦ６（諸

元図記載）、Ｈ２（諸元図

記載）の供給（ボンベ及び

配管）は大学工事と考えて

よろしいでしょうか。 

123 

各エリアの特

殊条件 

（ｂ－Ｂ２－

２－１） 

別表

1-2
19 中    

ｂ－Ｂ２－２－１光工学分

野実験室Ａ「他の部屋と独

立した水道」と記載してい

ますが、メイン給水管より

独立した分岐管と理解して

よろしいでしょうか。 

番号１２４への回答１を参

照してください。 

124 

各エリアの特

殊条件 

（ｂ－Ｂ２－

２－１） 

別表

1-2
19 中    

ｂ－Ｂ２－２－１光工学分

野実験室Ａ「実験装置用給

排水：実験機器冷却のた

め。市水は錆びるので上水

系統毎バルブを入れる。循

環タイプと排水タイプ。」

との記述がありますが、

「排水タイプとは、給水は

上水、排水は実験排水、循

環水タイプとは個別の冷却

循環装置（大学工事）と考

えてよろしいでしょうか。

個別冷却循環装置が施設整

備業務範囲の場合、必要圧

力、水量、温度、純度をご

提示ください。 

当該条件を下記のように修

正します。 

記 

１．すべての上水系統毎に

実験室内に元栓を設置する

（他の実験室に影響を与え

ることなく水道管作業を行

うため）。 

２．排水タイプについて

は、給水は上水、排水は実

験排水です。 

３．循環タイプについて

は、ご理解のとおりです。 

125 

各エリアの特

殊条件 

（ｂ－Ｂ２－

２－１） 

別表

1-2
19 下    

中２階の設置範囲及び仕様

が不明です。ご指示くださ

い。 

当該中２階は、本事業の事

業範囲外です。 

126 

各エリアの特

殊条件 

（ｂ－Ｂ２－

９－１） 

別表

1-2
24     

ｂ棟、Ｎｏ９－１室へ持込

予定の低温室の仕様、固定

方法をご指示ください。 

サンヨープレハブ式低温室

（型番ＭＣＵ－Ｒ１０１

０）／サイズＷ１,８０

０、Ｄ１,８００、Ｈ２,３

６０／電源三相２００Ｖ２

０Ａ、単相１００Ｖ３０Ａ

／排水２０Ａ／この他に家

庭用のエアコン程度の室外

機があります。 

詳細については、１０月１

６日に開催予定の現地見学

会においてデータを配布し

ます。 

127 

各エリアの特

殊条件 

（ｂ－Ｂ２－

別表

1-2

24 

25 
    

別表１－２では天井４．０

ｍとありますが別表１－１

では３．５ｍとなっていま

【別表１－２】によるもの

とします。 



 （５５）

番号 質問項目 
資料
番号

○○
枚目 

上中
下段 - - - - - 質 問 回 答 

９－１， 

ｂ－Ｂ２－９

－２） 

す。質問回答の不整合の際

には全てを満たすというこ

とから、別表１－２を正と

し天井４．０ｍと考えてよ

ろしいでしょうか。 

128 

各エリアの特

殊条件 

（ｂ－Ｂ２－

１３－１） 

別表

1-2
27 下    

ｂ－ｂ２－１３－１材料物

性学分野実験室１「特殊換

気：清浄度を確保するこ

と」との記述があります。

換気風量及び換気のクリー

ンクラスをご提示くださ

い。 

清浄度はクラス１００００

とします。 

129 
各エリアの要

求水準 

別表

1-1
28     

「目地溶接フタル酸フリー

耐薬性シート」とは「フタ

ル酸系の可塑剤を含有して

いない耐薬性シート」とい

う意味でしょうか。 

ご理解のとおりです。 

130 

各エリアの特

殊条件 

（ｂ－Ｂ２－

１４） 

別表

1-2
29 上    

「制振床床振動２μｍ（１

～５Ｈｚ）以下」と記載さ

れており、試験機等で発生

する振動も考慮することと

質疑回答を頂いております

が、試験機等が発生させる

振動の大きさをお教え下さ

い。 

１０月１６日に開催予定の

現地見学会においてデータ

を配布します。 

131 

各エリアの特

殊条件 

（ｂ－Ｂ２－

１４） 

別表

1-2
29 上    

ｂ－ｂ２－１４適応材料力

学分野実験室Ｂの緊急用床

排水の放流先は実験排水と

してよろしいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

132 

各エリアの特

殊条件 

（ｂ－Ｂ２－

１４） 

別表

1-2
29 上    

ｂ－ｂ２－１４適応材料力

学分野実験室Ｂ「吸気口に

ＨＥＰＡフィルターを設

置」としていますが、「吸

気口」とは空調機の吹出口

のことと考えてよろしいで

しょうか。 

ご理解のとおりです。 

133 

各エリアの特

殊条件 

（ｂ－Ｂ２

－１７） 

別表

1-2
33 上    

「床の振動は０．０１ミク

ロン以下となる必要があ

る。」と記載されています

が、他の諸室の条件（制振

床床振動２μｍ以下）に比

べてかなり厳しい条件とな

っています。０．０１ミク

ロン以下という条件は正し

いのでしょうか。また、上

記条件を満足させなければ

ご質問の前段について、十

分な制振性能を保有する独

立基礎（３０００×３００

０×Ｈ１０００）を設置す

るものとします。 

ご質問の後段について、荷

重条件は【別表１－１】の

とおり、床荷重１５００ｋ

ｇ／ｍ２です。 



 （５６）

番号 質問項目 
資料
番号

○○
枚目 

上中
下段 - - - - - 質 問 回 答 

ならない荷重条件をお教え

下さい。 

134 

各エリアの特

殊条件 

（ｂ－Ｂ２－

１８） 

別表

1-2
33 下    

「簡易半無響室」の設置場

所が不明です。ご指示くだ

さい。 

簡易無響室は、通路側壁面

とｂ－Ｂ２－１９室との境

界壁面に接した場所に設置

するものとし、その規模は

内寸で４Ｍ×３.５Ｍ×３

Ｍ（Ｌ×Ｗ×Ｈ）としま

す。 

135 

各エリアの特

殊条件 

（ｂ－Ｂ２－

１９） 

別表

1-2
34 上    

機械搬入の扉仕様は下記

①、②のいずれかと考えて

よろしいでしょうか。 

①南側に搬入扉ｗ４０００

ｘＨ４０００ 

②南側に標準扉ｗ３０００

ｘＨ４０００東側に搬入用

電動シャッター（ｗ４００

０ｘＨ４０００内側に断熱

材またはダブルシャッタ

ー） 

ご質問の①とします。 

136 

各エリアの特

殊条件 

（ｃ－Ｂ２－

１１） 

別表

1-2
41 上    

「実験装置用給排水：排水

溝を設ける（各種装置の冷

却・常温時５Ｌ／ｍｉｎ以

下、配置図に記載）」と記

載していますが、冷却水で

はなく、上水を供給すれば

よろしいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

137 

各エリアの特

殊条件 

（ｃ－Ｂ２－

１１） 

別表

1-2
41 上    

ｃ－ｂ２－１１ナノマイク

ロシステム工学分野実験室

「実験排水：一般実験（原

液）一次処理は実験室側処

理、洗浄排水は実験排水と

して処理」と記載していま

すが、一次処理設備は大学

工事としてよろしいでしょ

うか。施設整備業務範囲の

場合、排水水質、１日排水

量、時間 大水量、温度を

ご提示ください。 

ご理解のとおり、一次処理

設備は、大学が設置しま

す。 

138 

各エリアの特

殊条件 

（ｃ－Ｂ２－

１５） 

別表

1-2
42 中    

ｃ－Ｂ２－１５推進工学分

野実験室腐食性ガス（Ｃｌ

２，ＨＣｌ，ＢＣｌ３，Ｈ

Ｂｒ，ＩＦ５，ＳＦ６ＣＦ

４，Ｃ４Ｆ８，Ｃ５Ｆ８、

など）、および腐食性薬液

（フッ酸など）の供給（ボ

ンベ及び配管）は大学工事

ご理解のとおりです。 



 （５７）

番号 質問項目 
資料
番号

○○
枚目 

上中
下段 - - - - - 質 問 回 答 

と考えてよろしいでしょう

か。 

139 

各エリアの特

殊条件 

（ｄ－Ｂ２－

１） 

別表

1-2
44 上    

ｄ－ｂ２－１室共通実験室

２「実験装置用給排水：上

水２５℃、３０Ｌ／ｍｉｎ

＋元圧５気圧、１箇所」と

の記述がありますが、上水

では圧力温度とも提示値を

満足できません。冷却水供

給してよろしいでしょう

か。 

冷却水でも構わないが、そ

の場合追加で２５度、元圧

５気圧で可能な最大流量の

上水の供給を行うこと。 

140 

各エリアの特

殊条件 

（ｄ－Ｂ２－

１０－１） 

別表

1-2
48 中    

ｄ－Ｂ２－１０－１機械工

作室「実験排水：ＲＩ」と

記載していますが、この部

屋のすべての実験排水はＲ

Ｉ排水として処理して考え

てよろしいでしょうか。Ｒ

Ｉ排水とする場合、下限以

下系統と非密封系統の区分

をご提示ください。 

実験排水とします（ＲＩ排

水とは別系統）。 

141 

各エリアの特

殊条件 

（ａ－１－

７） 

別表

1-2
66 下    

ａ－１－７最適システム設

計光学分野実験室①におい

て「バックアップ電源及び

電源電圧の安定化が必要」

との記述がありますが建築

設備としては特に対応不要

と考えてよろしいでしょう

か。 

ご理解のとおり、実験上特

別に必要な箇所について

は、ＵＰＳ電源等を大学で

設置します。ただし、通常

使用する電源電圧について

は、本事業の事業範囲で安

定化を図る措置を講じてく

ださい。 

142 

各エリアの特

殊条件 

（ｃ－１－２

４） 

別表

1-2
74 上    

ｃ－１－２４機械機能要素

工学分野助教室「研究デー

タ保存用装置保護のために

エアフィルタを設置」と要

求していますが、フィルタ

ー仕様の要求水準があれば

ご提示ください。 

中性能フィルター（粒子捕

集率（比色法）６０％程

度）とします。 

143 

各エリアの特

殊条件 

（ｃ－２－

９） 

別表

1-2
81 中    

ｃ－２－９分子流体力学分

野学生室にｃ－Ｂ２－１６

分子流体力学実験室とＫＵ

ＩＮＳとは別の高速ネット

ワークにて直結するための

特殊配管を要するとありま

すが詳細についてご教示願

えないでしょうか。 

分子流体力学分野実験室

（ｃ－Ｂ２－１６）に計算

機を設置し、そこから２階

の各居室（ｃ－２－９学生

室、ｃ－２－１１教授室、

ｃ－２－１２准教授室、ｃ

－２－１３助教室）との間

に直接ケーブルをひいて、

ＫＵＩＮＳとは独立した研

究室専用のネットワークを

構築します。そのケーブル

の通路として使えればよ



 （５８）

番号 質問項目 
資料
番号

○○
枚目 

上中
下段 - - - - - 質 問 回 答 

く、配管でなくても構いま

せん。ただし、将来的なネ

ットワーク規格の更新に伴

うケーブル交換が容易に行

えること、ケーブルの長さ

が規定以下となること（１

０ＧＢａｓｅ－Ｔでは１０

０ｍ以下）が必要です。 

144 

各エリアの特

殊条件 

実験エリアの

要求水準 

別表

1-2

1-3

 

     

別表１－２と別表３におい

て建具寸法が相違する場合

は、別表１－２を優先と考

えてよろしいでしょうか。

（別表間の不整合はすべて

を満たすと質問回答頂きま

したが、相違する寸法を満

たすのは困難なため、入札

段階の提出物としてどちら

に合わせるかご指示くださ

い。） 

【別表１－２】を優先する

ものとします。 

145 

各エリアに設

置する予定の

設備・備品等 

別表

2 
     

別表２に記載されている機

器発熱の数値は、詳細に記

載されている室や、ほとん

ど記載の無い室が見受けら

れます。また、一般的な数

値より大きいと思われる機

器発熱の数値を記載されて

いる室もあり、条件にばら

つきがあると思われます。 

電力量や熱負荷計算等にお

いて、別表２の条件で計算

するものと考えてよろしい

でしょうか。 

原則として【別表２】によ

るものとしますが、【別表

２】に具体的な記載がない

又は一般的に考えても少な

い部屋については、大学の

総合研究棟の実験室・研究

室の標準的な熱負荷で設定

してください。 

146 

 

各エリアに設

置する予定の

設備・備品等

（ｄ－Ｂ３－

４） 

別表

2 
2 上    

ｄ－Ｂ３－４ヘリウム回収

室内の圧送ポンプ、制御盤

及びガスバッグ、オイルミ

ストトラップ等は本事業に

含まないものとしてよろし

いでしょうか。施設整備業

務で設置する場合、各機器

の詳細仕様をご提示くださ

い。 

ご理解のとおり、ご質問の

機器類等は、本事業の事業

範囲外です。 

147 

各エリアに設

置する予定の

設備・備品等

（ａ－Ｂ２－

１－１） 

別表

2 
16 下    

ａ－Ｂ２－１－１環境熱流

体工学分野、熱材料力学分

野、流体物理学分野共同実

験室の電気瞬間湯沸し器は

本事業に含まないものとし

てよろしいでしょうか。施

質問回答前段の変更事項を

参照してください。 



 （５９）

番号 質問項目 
資料
番号

○○
枚目 

上中
下段 - - - - - 質 問 回 答 

設整備業務で設置する場

合、機器の正確な仕様をご

提示ください。 

148 

各エリアに設

置する予定の

設備・備品等

（ｂ－Ｂ２－

１） 

別表

2 

21 

22 
    

ｂ－ｂ２－１ナノ物性工学

実験室の機器リスト２１，

３３，３８番について、欄

内の表示がずれています。

訂正版の発行をお願いしま

す。 

質問回答前段の変更事項を

参照してください。 

149 

各エリアに設

置する予定の

設備・備品等

（ｂ－Ｂ２－

５） 

別表

2 
25     

電気炉等の高発熱機器発熱

量は空欄としていますの

で、これらの機器は大学側

が用意するチラーにより冷

却されるものと考えてよろ

しいでしょうか。施設整備

業務で冷却設備を用意する

場合、必要水量、温度、圧

力、冷却熱量をご提示くだ

さい。 

ご理解のとおりです。 

150 

各エリアに設

置する予定の

設備・備品等

（ｃ－Ｂ２－

４） 

別表

2 
48 中    

ｃ－Ｂ２－４クリーンルー

ム機械室の純水製造装置は

本事業外となっていますの

で、隣室への供給配管（諸

元図参照）も本事業に含ま

ないものとしてよろしいで

しょうか。 

供給配管は、本事業の事業

範囲です。なお、配管材料

については、質問回答前段

の変更事項を参照してくだ

さい。 

151 

各エリアに設

置する予定の

設備・備品等

（ａ－Ｂ１－

６－２， 

ｂ － ２ － １

１） 

別表

2 

83 

115 
下    

本事業により事業者が調達

するものの中で、機器名の

欄に、本棚（共通仕様）、

オフィス収納（共通仕様）

との記載がります。 

これらと同様の記載は、他

の室においては、本事業範

囲外とされていますので、

同様に、本事業範囲外と考

えてよろしいですか。 

※ｂ－２－１１航空宇宙力

学院生室 

ａ－Ｂ１－６－２図書館員

作業室 

ご理解のとおりです。 

152 

面積表・概略

平面図 

（ｂ－Ｂ２－

１４） 

資料

3-1
2     

ｂ棟、Ｎｏ１４室の間仕切

りについて、資料３－１と

参考諸元図が異なります。

資料間の記載不整合につい

て別表を優先すると質問回

答がありましたが、資料３

－１と諸元図の不整合につ

原則として、優先順位は、

別表・資料＞諸元図としま

す。したがって、【資料３

－１】を変更します。質問

回答前段の変更事項を参照

してください。 



 （６０）

番号 質問項目 
資料
番号

○○
枚目 

上中
下段 - - - - - 質 問 回 答 

いては参考諸元図を正とし

てよろしいでしょうか。 

153 

面積表・概略

平面図 

（ｃ－Ｂ２－

３－１， 

ｃ－Ｂ２－３

－２， 

ｃ － Ｂ ２ －

４） 

資料

3-1
2     

ｃ棟、Ｎｏ３－１、３－

２、４の間仕切りについ

て、資料３－１と参考諸元

図が異なります。資料間の

記載不整合について別表を

優先すると質問回答があり

ましたが、資料３－１と諸

元図の不整合については参

考諸元図を正としてよろし

いでしょうか。 

原則として、優先順位は、

別表・資料＞諸元図としま

す。したがって、【資料３

－１】を変更します。質問

回答前段の変更事項を参照

してください。 

154 諸元図 
諸元

図 
     

諸元図記載の内容は資料１

－１～３の各水準及び条件

を網羅されていると考えま

すが、もし食い違いがあれ

ば、優先順位は別表＞資料

＞諸元図と考えてよいでし

ょうか 

優先順位は、別表・資料＞

諸元図とします。したがっ

て、別表と資料の間に食い

違いがある場合は条件の厳

しい方を採用するものと

し、競合する場合は協議す

るものとします。 

155 

諸元図 

（ａ－Ｂ２－

１－２～４） 

諸元

図 
     

天井上部スペースへのアク

セスはタラップによるもの

と考えてよろしいでしょう

か。 

ご理解のとおりです。 

156 

諸元図 

（ａ－Ｂ２－

１－２～４） 

諸元

図 
     

天井上部スペースにも窓及

び遮蔽シャッターを設置す

ると考えてよろしいでしょ

うか。 

ご理解のとおりですが、天

井上部のパイプスペースに

影響の及ぼさない範囲内の

設置のみで結構です。 

157 
ＲＩ排気設備

フローシート 

資料

7 
     

資料７設備資料の給排気図

面では室の全体換気とドラ

フトチャンバーの排気は一

つのダクト系統で全熱交換

器を経由して排出するよう

にとなっていますが、ドラ

フトチャンバー排気を単独

系統とする必要はないと考

えてよろしいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

158 消防水槽 
資料

11 
     

防火水槽はすべて既存と

し、敷地全体を保護してい

ると考えてよろしいでしょ

うか。 

ご理解のとおりです。 

159 
防災センター

関係図 

資料

13 
     

既存総合研究棟Ⅴの防災セ

ンターの盤番号⑪の空調盤

の仕様書、機器製作図、配

線ルート図をご提示くださ

い。 

１０月１６日に開催予定の

現地見学会においてデータ

を配布します。 

160 照明制御盤関 資料      システム概要内にＥＭセン ご理解のとおりです。 



 （６１）

番号 質問項目 
資料
番号

○○
枚目 

上中
下段 - - - - - 質 問 回 答 

係図面 16 ター中央監視からの制御と

ありますが、制御盤仕様

（４回路用接点入力Ｔ／Ｕ

１個）から見ると基本的に

制御は無いものと考えま

す。制御については別途整

備とありますので、既に整

備されており、今回の範囲

外としてよろしいでしょう

か。 



 （６２）

 

基本協定書(案)に関する質問回答 
 

番号 質問項目 頁 条 項 号 別紙
番号 

- - - 質 問 回 答 

161 
業務の委託・

請負 
2 5 2    

基本協定締結後、事業契約

の締結までに・・・業務委

託契約又は請負契約もしく

はこれらに替わる覚書等を

締結しとありますが、元と

なる事業契約締結前に請負

契約、委託契約を締結する

ことは不可能かと考えま

す。そのため、覚書を締結

することになりますが、条

文の趣旨を鑑みると、事業

予定者が各構成員、協力会

社と請負契約、委託契約を

締結し、業務を委託すると

いうことが確認できる内容

が記載されていればそれ以

上の内容は求められず、契

約書等の提出は必要ないと

いう理解でよろしいでしょ

うか。 

事業契約締結前であるため

に各契約の締結が困難であ

る場合も想定されることか

ら、覚書の提出によること

を認めるものとしていま

す。覚書の内容は、ご理解

のとおり、各構成員と請負

契約を締結することが明ら

かになる内容である必要が

あります。 



 （６３）

 

事業契約書(案)に関する質問回答 
 

番号 質問項目 頁 章 節 条 項 号 別紙
番号

- 質 問 回 答 

162 
建設に伴う各

種調査 
11 4 2 22 2  

開示されている地質調査

（要求水準書資料２）は、

要求水準書資料１－１にあ

る本工事用地外のものであ

るため、本件施設での基礎

構造計画は要求水準書資料

２からの推測となり、落札

後に行う地質調査の結果、

変更となる可能性がありま

す。事業者が行う地質調査

により、基礎構造計画が変

更となり、追加費用が発生

した場合も、第２２条第２

項により、大学が負担され

ると解してよいでしょう

か。 

事業者による地質調査によ

り大学の提供した資料から

の推測による基礎構造計画

の変更が明らかになり追加

費用が発生した場合には、

事業契約書第２２条第２項

により合理的な範囲で大学

が負担します。また、事業

者による追加調査により、

通常予期し得るものではな

い地中障害物等が発見され

た場合には、同条第５項の

準用する第１３条３項に基

づき合理的な範囲で大学が

追加費用を負担します。 

163 
モニタリング

の実施 
18 5 1 48 1  

「別紙１５に従いモニタリ

ングを行う」とあります

が、モニタリングの方法は

「別紙１６」に記載されて

おりますので、「別紙１

６」の誤りでよろしいでし

ょうか。 

当該部分を「別紙１６」に

修正します。 

164 業務報告書 18 5 1 50 1  

「別紙１５及び要求水準書

に基づき」とありますが、

業務報告書の提出について

は、「別紙１６」に記載さ

れておりますので、「別紙

１６」の誤りでよろしいで

しょうか。 

当該部分を「別紙１６」に

修正します。 

165 運営業務 21 6  61 3  

「第４４条の」とあります

が、「維持管理業務計画

書」については、第４３条

に記載されておりますの

で、「第４３条」の誤りで

よろしいでしょうか。 

当該部分を「第４３条」に

修正します。 

166 契約期間 26 9 1 80 5  

「使用開始時の通常内装の

状態に復した上で」とあり

ますが、「継続して使用す

ることに支障がない程度の

通常の劣化、損傷等は除

く」と理解してよろしいで

しょうか。 

ご理解のとおりです。ただ

し、当該部分の通常内装の

定義については、入札説明

書等に関する質問回答（第

１回目）等の番号１１６へ

の回答を参照してくださ

い。 



 （６４）

番号 質問項目 頁 章 節 条 項 号 別紙
番号 - 質 問 回 答 

167 
大学の債務不

履行 
28 9 2 85 2  

「大学が本契約上の重要な

義務に違反し」とあります

が、大学側の責による工事

の中止、支払不履行等も含

まれると理解してよろしい

でしょうか。 

ご理解のとおりです。 

168 

占有移転後の

解 除 の 効 力

（ＢＯＴ方式

部分） 

31 9 2 90 3  

「ＢＯＴ方式部分に事業者

の責めに帰すべき事由によ

る損傷等」とありますが、

「通常の劣化、損傷等は除

く」と理解してよろしいで

しょうか。 

ご理解のとおりです。 

169 
明け渡し、原

状回復義務 
46   11 2  3

「本契約が期間満了前に終

了する場合は、本物件上の

施設又はその出来形を甲が

事業契約に基づき買取る場

合は」とありますが、「本

契約が期間満了前に終了す

る場合で、かつ・・・」と

理解してよろしいでしょう

か。 

当該部分を「本契約が期間

満了前に終了し、本物件上

の施設又はその出来形を甲

が事業契約に基づき買取る

場合は、…」に変更しま

す。 

170 

レンタルラボ

運営業務委託

契約書 

62      12

連帯保証人は義務化しても

良いでしょうか。 

レンタルラボ部分の賃貸借

契約の内容については、事

業者提案に基づき大学と事

業者の間での協議により決

定するものとします。ただ

し、大学は、事業者の提案

を尊重するものとします。 

171 

レンタルラボ

運営業務委託

契約書 

62      12

テナントとの賃貸借契約書

は普通借家契約となるので

しょうか、それとも定期借

家契約となるのでしょう

か。 

番号１７０への回答を参照

してください。なお、大学

としては、定期借家契約を

想定しています。 

172 
運営業務の内

容 
62   2   12

賃借人から計算徴収する共

益費、敷金、保証金、及び

預かり金の算定根拠をご教

示下さい。 

レンタルラボ部分の賃貸借

契約における共益費等の徴

収の有無および計算方法に

ついては、事業者の提案に

基づき大学と事業者の間で

の協議により決定するもの

とします。ただし、大学

は、事業者の提案を尊重す

るものとします。 

173 
運営業務の内

容 
62   2   12

賃借人と賃貸借契約を締結

する契約の当事者は、大学

と事業者のどちらでしょう

か。 

賃貸人として契約当事者と

なるのは大学です。 



 （６５）

番号 質問項目 頁 章 節 条 項 号 別紙
番号 - 質 問 回 答 

174 

敷 金 、 保 証

金、預り金等

の徴収・支払 

62   7   12

貸室賃貸借契約を開示下さ

い。 

レンタルラボ部分の賃貸借

契約の内容については、事

業者提案に基づき大学と事

業者の間での協議により決

定するものとします。ただ

し、大学は、事業者の提案

を尊重するものとします。 

175 
運営業務の内

容 
62   2   12

レンタルラボの募集は引渡

し前に開始しなければなり

ませんか。開始が必要であ

れば、その際にホームペー

ジの作成等も必要となりま

すか。また、引渡し前に活

動した業務に対するフィー

の受領はできないのでしょ

うか。 

ご質問の前段について、レ

ンタルラボ部分の賃借人の

募集業務については、本物

件の引渡前から実施するか

否か及びホームページ等の

作成を必要とするか否かに

ついては、事業者の提案に

よるものとします。 

ご質問の後段について、引

渡前の業務に対するフィー

は別途支払われるものでは

ありません。 

176 
運営業務の内

容 
62   2   12

レンタルラボ運営業務は、

事業者は大学側（貸主）の

代理人としての立場なの

で、「重要事項説明」は事

業者の範囲外という理解で

宜しいでしょうか。 

事業者（または当該業務の

委託もしくは請負を受ける

第三者）は、宅地建物取引

業法上、当該賃貸借契約の

関係では宅地建物取引業者

にあたるため、同法３５条

に基づき重要事項説明義務

を負います。 

177 
賃料の徴収及

び委託料 
63   5 1  12

レンタルラボの賃料が滞納

となった場合、当該滞納部

分からは乙の委託費は受領

できないのでしょうか。ま

た、当然に合せて滞納とな

る可能性の高い共益費や光

熱水費等は、事業者が大学

側に立替えて支払う必要は

ないという理解で宜しいで

しょうか。 

ご質問の前段について、

「徴収した賃料」の１００

分の１５を委託料としてい

ることから、徴収されてい

ない滞納分の賃料に相当す

る委託料は発生しません。

ただし、翌月以降に滞納分

の徴収がなされた場合に

は、当該月に委託料が発生

します。 

ご質問の後段について、大

学における先行類似例で

は、共益費や光熱水費等が

滞納されることはありませ

んが、仮に滞納があった場

合には、事業者による立替

払の必要が生じる場合があ

り得ます。（別紙１２第９

条） 

178 賃料の徴収及 63   5 2  12 賃料の１００分の１５が委 ご質問の前段について、ご



 （６６）

番号 質問項目 頁 章 節 条 項 号 別紙
番号 - 質 問 回 答 

び委託料 託料として事業者に支払わ

れるとありますが、共益費

については全て貴大学に支

払うということでしょう

か。その場合、共益費込み

賃料として共益費の設定を

別途行わなわず、全てを賃

料として扱い、委託料の対

象とすることは可能でしょ

うか。 

理解のとおりです。共益費

については、委託料の計算

根拠に含まれません。 

ご質問の後段について、共

益費込の賃料とする場合に

は、共益費相当分につい

て、委託料の算定根拠の対

象外となります。なお、大

学としては、賃料と共益費

を区分して設定することを

想定しています。 

179 賃料の支払 63   6 2  12

入居率と徴収賃料によっ

て、空室リスク賃料がマイ

ナスになる場合がありま

す。その場合も空室リスク

賃料の計算式を適用すると

してよろしいでしょうか。 

※入居率５０％、徴収賃料

＠４０００円のとき 

３１６．８㎡×＠２１００

円／㎡－３１６．８×５

０％×＠４０００－（３１

６．８×２１００×（８

０％－５０％））＝－１６

７，９０４円 

原則として、空室リスク賃

料がマイナスになる賃料の

設定は想定しておりませ

ん。仮に、事業者において

賃料の設定を高額にしたた

めに入居率が低下し、空室

リスク賃料がマイナスにな

った場合には、空室リスク

賃料の計算式より「（標準

賃料総額×（８０％―入居

率））」を除外して計算する

こととし、事業者において

標準賃料と徴収賃料の差額

を負担するものとします。 

180 賃料の支払 63   6 2  12

当該項式の「徴収賃料」と

は、第５条記載の乙が徴収

した賃料と同じという理解

で宜しいのでしょうか。そ

うなると場合によっては、

滞納が発生したことで委託

費の未受領の他、大学側に

賃料の一部を負担すること

になるのでしょうか。であ

れば貸主は大学側といえ、

サブリースに近い業務形態

となり、事業者に不利であ

ると思料しますので、滞納

時も徴収賃料には含めて考

慮できるという方法に変更

をお願いします。 

ご質問の前段、中段につい

て、ご理解のとおりです。

賃借人による賃料の滞納の

ために事業者の徴収した賃

料額が標準賃料総額に満た

ない場合には、当該未受領

分については空室リスク賃

料の計算式に基づく範囲で

事業者において負担するこ

とになります。 

ご質問の後段について、賃

借人に賃料滞納が発生した

場合の取扱いについては、

原案のとおりとします。 

181 賃料の支払 63   6 2  12

当該計算式では、貸出賃料

を高額にすればする程、稼

働率低下による事業者の大

学側への賃料負担リスクが

軽減されることになりま

す。将来、経済事情の変動

原案とおりとします。 



 （６７）

番号 質問項目 頁 章 節 条 項 号 別紙
番号 - 質 問 回 答 

等で標準賃料が変更された

場合、場合によっては事業

者が影響を受ける可能性も

あり、また、入居希望者か

ら賃料減額折衝があった場

合等も、柔軟性に欠ける対

応になる可能性もあるた

め、当該計算式の変更をお

願いします。 

182  63   6 2  12

レンタルラボ貸出賃料につ

いて、賃貸マンションの一

般的な賃料設定は、専有面

積が大きくなれば貸出専有

面積の㎡単価が低くなり、

逆に貸出専有面積が小さく

なれば、貸出専有面積の㎡

単価が高くなります。本業

務においても、貸出賃料の

㎡単価を均一にしないで、

各部屋毎に貸出賃料の㎡単

価を設定をすることは可能

でしょうか。 

事業者において部屋毎に貸

出賃料の㎡の価格を設定す

ることは可能です。 

183  63   6 2  12

各部屋ごとに賃料設定をし

た場合においても、貴大学

が公表された空室リスク賃

料の計算式で計上された空

室リスク賃料を貴大学に支

払うという理解でよろしい

でしょうか。計算式がこの

場合にも成り立つのでしょ

うか。 

部屋毎の賃料を設定した場

合についても、事業者が徴

収した賃料が標準賃料総額

に満たない場合には空室リ

スク賃料を支払う必要があ

ります。なお、空室リスク

賃料の考え方については、

番号１７９への回答等を参

照してください。 

184 賃料の支払書 63   6 4  12

テナント退去時の賃料の計

算根拠が明記されています

が、入居開始日の計算根拠

としては入居月の日割り計

算という理解で宜しいでし

ょうか。 

ご理解のとおりです。 

185 

敷 金 、 保 証

金、預り金等

の徴収・支払 

63   7   12

敷金等の預り金は大学に差

入れるので、返還義務は大

学側にあると思いますが、

退去時の返還方法をお聞か

せ下さい。 

賃借人の退去時は、事業者

において敷金等の返還額を

計算し、同金額を大学に通

知することになります。当

該通知に基づき大学が賃借

人に対して敷金を返還する

こととなります。 

186 

敷 金 、 保 証

金、預り金等

の徴収・支払 

63   7   12

敷金等は、貴大学から賃借

人に返還されるという理解

でよろしいでしょうか。 

番号１８５への回答を参照

してください。 



 （６８）

 

その他に関する質問回答 
 

番号 質問項目 - - - - - - - - 質 問 回 答 

187 

入札説明書 

質問回答№１

１ 

5 11     

当社は受託業務につきグル

ープ全体で保険に加入して

おり（グループ総合賠償責

任保険）、保険証券の写し

ではなく、付保証明書のみ

の発行となりますので、当

該付保証明の発行のみで提

示があったことと変更をお

願いします。 

ご質問のような場合には、

付保証明書の提出でもよい

ものとします。 

188 

要 求 水 準 書

（本文） 

質問回答№

４６ 

12 46     

管球交換について、専有部

分も含むとありますが、こ

れは研究者の方からの連絡

を受けて交換するという理

解で宜しいでしょうか。ま

た、影響が 小限になるよ

うにという指示がございま

すが、常駐要員がおりませ

んのである程度の猶予は考

慮頂けるのでしょうか。 

ご質問の前段について、ご

理解のとおりです。 

ご質問の後段について、入

札参加者の提案によるもの

としますが、入居者の教育

研究活動への影響が 小限

になるよう留意してくださ

い。 

189 

要 求 水 準 書

（本文） 

質問回答№４

７，４８ 

12
47 

48 
    

消防設備点検、昇降機保守

は事業者の提案により、必

須業務ではないとのことで

すが、事業者が業務対象外

とした場合、大学側が実施

されるのでしょうか。その

場合、昇降機はメーカー系

保守会社のフルメンテナン

ス契約となるのでしょう

か。 

ご質問の前段について、エ

レベーターの保守点検及び

消防設備の保守点検につい

て、入札参加者の提案がな

い場合は、大学で実施する

ものとします。 

ご質問の後段について、業

務の委託内容については、

今後、大学で検討します。 

190 

要 求 水 準 書

（本文） 

質問回答№５

０ 

13 50     

受電日誌は毎日の巡視によ

り可能という回答がござい

ますが、毎日とは３６５日

ということでしょうか。ま

た、確認項目に指定はある

のでしょうか。 

毎日とは１年３６５日のこ

とであり、確認項目につい

ては大学と事業者で協議し

て決めるものとします。 

191 

質要求水準書

（本文） 

質問回答№６

０ 

14 60     

機械警備は屋外に赤外線セ

ンサー等を設置することを

想定するとありますが、仕

様等は事業者の提案に任せ

るという理解でしょうか。

室内にはセンサー類の設置

は必要ないという理解で宜

しいでしょうか。 

ご理解のとおり、赤外線セ

ンサー等の仕様等は、入札

参加者の提案によるものと

します。なお、室内にセン

サー類を設置ことは想定し

ていません。 

192 要 求 水 準 書 11 40     テールアルメの擁壁の上積 ご理解のとおりです。 



 （６９）

番号 質問項目 - - - - - - - - 質 問 回 答 

（本文） 

質問回答Ｎｏ

４０ 

み部分も本事業の業務範囲

とのことですが、施工済み

分の設計・施工の品質につ

いては事業者の責任範囲外

との理解でよいでしょう

か。 

193 

要 求 水 準 書

（本文） 

質問回答Ｎｏ

４０ 

11 40     

テールアルメの擁壁の上積

み部分も本事業の業務範囲

とのことですが、今回分を

新たに設計することは困難

です。ついては、実施され

た設計図、施工図を開示下

さい。 

１０月１６日に開催予定の

現地見学会においてデータ

を配布します。 

194 

要 求 水 準 書

（ 別 表 ・ 資

料） 

質 問 回 答 Ｎ

ｏ．７２ 

17 72     

質問番号７２の回答につい

てお尋ねします。 

一棟扱いの詳細は、今後、

京都市等の関係者と協議し

て決めていくことで了解い

たしましたが、提案書作成

のため、仮定で結構ですの

で、Ⅳ号棟と①接続しな

い、②１階を接続する、③

１～３階を接続するなど統

一条件を決めていただけな

いでしょうか。 

番号１４への回答を参照し

てください。 

195 

要 求 水 準 書

（ 別 表 ・ 資

料） 

質 問 回 答 Ｎ

ｏ．７２ 

17 72     

上記条件と、京都市等の関

係者と協議した結果の条件

の差異については別途精算

（例えば、渡り廊下が追加

された場合の増加費用は大

学側の負担）と考えてよろ

しいでしょうか。 

番号１４への回答を参照し

てください。 

196 

要 求 水 準 書

（ 別 表 ・ 資

料） 

質問回答Ｎｏ

７３ 

17 73     

「計画通知」となる可能性

が高いとありますが、確認

申請か計画通知かについて

は、事業者が入札までに京

都市と調整することは困難

であり、入札価格が確定で

きません。ついては、計画

通知を前提に入札価格を算

定し、落札後に費用増減を

行うこととしてよいでしょ

うか。 

ご理解のとおりです。 

197 

要 求 水 準 書

（ 別 表 ・ 資

料） 

質問回答Ｎｏ

17 73     

「計画通知」となる可能性

が高いとありますが、質問

回答番号１３にて附帯事業

施設部分（別棟）は用途上

ご理解のとおりです。 



 （７０）

番号 質問項目 - - - - - - - - 質 問 回 答 

７３ 不可分とありますので、附

帯事業施設部分（別棟）に

ついても、京都大学様が通

知者となるとの理解でよい

でしょうか。 

198 

要 求 水 準 書

（ 別 表 ・ 資

料） 

質問回答Ｎｏ

７３ 

17 73     

計画通知となる可能性が高

いとありますが、別棟附帯

事業施設は、設計完了・着

工時期が本件施設より遅れ

ることが考えられます。そ

の場合でも別棟附帯事業施

設は計画通知となります

か。 

ご理解のとおりです。 

199 

要 求 水 準 書

（ 別 表 ・ 資

料） 

質問回答Ｎｏ

７３ 

17 73     

「計画通知」となる可能性

が高いとありますが、その

場合の通知者、建築主、代

理者、設計者、建築設備の

設計に関し意見を聴いた

者、工事監理者、工事施工

者の名義をご教示下さい。 

通知者・建築主は大学、代

理者以降はＰＦＩ事業者等

となります。 

200 

要 求 水 準 書

（ 別 表 ・ 資

料） 

質問回答Ｎｏ

７３ 

17 73     

「一棟扱いとしては、接続

の必要がある。ただし詳細

については京都市との協議

が必要」とのことですが、

入札までに入札参加者が京

都市と協議することは困難

です。ついては、隣接する

総合研究棟ⅣとⅢの各階

（ｂ棟１～３階）をブリッ

ジ等にて接続することが要

求水準であり、入札価格に

含めるとの理解でよいでし

ょうか。 

番号１４への回答を参照し

てください。 

201 
付属資料 

諸元図 
      

ｄ棟Ｂ３階番号５２－材料

工学共通実験室（１）、ｄ

棟Ｂ３階番号５３－材料工

学共通実験室（２）、ｃ棟

Ｂ２階番号１４－マイクロ

加工システム分野実験室の

諸元図がございましたら、

ご教示下さい。 

１０月１６日に開催予定の

現地見学会においてデータ

を配布します。 

202 

事 業 契 約 書

（案） 

質問回答№９

２，９３ 

21
92 

93 
    

帰責者が不明の場合、事業

者が有責者を探すことにな

るのでしょうか。その場

合、管轄警察署に被害届を

提出することになります

が、学内で現場検証等を行

第三者に損害が生じ、当該

損害について帰責者が不明

な場合は、損害の発生を主

張する第三者が帰責者を探

すことになり、事業者にお

いて帰責者を探す必要はあ



 （７１）

番号 質問項目 - - - - - - - - 質 問 回 答 

うことになっても宜しいの

でしょうか。 

りません。 

また、ＢＯＴ方式部分に損

傷が生じた場合の対応につ

いては、原則として協議事

項ですが、本件施設の所有

者である事業者が第三者へ

の損害賠償を行う場合に

は、事業者において有責者

を探すことになります。 

その際の被害届の提出につ

いては、協議事項の一部と

なりますが、被害届を提出

した結果、警察より現場検

証等の捜査への協力が求め

られた場合には、大学は、

具体的事案に即して必要な

範囲で協力することになり

ます。 

203 
ｄ棟Ｂ３Ｆ  

トイレの要否 

トイレが計画されていませ

んが、Ｂ３階については不

要と考えてよろしいでしょ

うか。 

Ｂ３階にも便所を設置して

ください。場所について

は、入札参加者の提案によ

るものとします。 

204 Ｂ２Ｆ 

ａ棟の階段はＢ２Ｆレベル

まで降ろす必要はないとい

う理解でよろしいでしょう

か。（要求水準書図面はＢ

１Ｆ止まり） 

関連法令及び条例等を遵守

するものとし、具体的に

は、入札参加者の提案によ

るものとします。 

205 

Ａ棟Ｂ２Ｆ 

共同実験室内

の柱 

ａ棟柱位置がＢ２ＦとＢ１

Ｆでずれています。Ｂ１Ｆ

に合わせると共同実験室内

に柱が出ますが、支障なし

と考えてよろしいでしょう

か。 

実験室のレイアウトに支障

がないように工夫してくだ

さい。 

206 Ｂ２Ｆ 

ｃ棟の顕微鏡室～ナノメト

リックス工学分野実験室間

の柱の位置がＢ２ＦとＢ１

Ｆずれています。Ｂ１Ｆの

柱位置を正としてよろしい

でしょうか。 

実験室のレイアウトに支障

がないように工夫してくだ

さい。 

207 ２Ｆ 

東側階段はｃ棟のみ屋上へ

はアクセスしないと考えて

よ ろ し い で し ょ う か 。

（ｂ、ｄ棟は屋上に出れ

る） 

関連法令及び条例等を遵守

するものとし、具体的に

は、入札参加者の提案によ

るものとします。 

208 共通 

各棟をつなぐ渡り廊下は、

Ｂ１Ｆのみ屋内廊下とし、

その他の階は外部廊下と考

すべて外部廊下で想定して

います。 



 （７２）

番号 質問項目 - - - - - - - - 質 問 回 答 

えてよろしいでしょうか。 

209 共通 

屋上緑化の指定のない屋根

（屋上）は非歩行と考えて

よろしいでしょうか。 

軽歩行（メンテナンス程

度）とお考えください。 

210 電気室 
電気室を２箇所とするプラ

ン調整は可能でしょうか。 

入札参加者の提案によるも

のとします。 

 




